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序 文

本市は市街地のほば全域が長岡京跡に含まれる一方， 各時代の集落跡，

城跡， 寺院跡， 古墳等約110ケ所の遺跡が確認されており，市全体が埋蔵文

化財の包蔵地です。

近年における市内の公共・民間の開発事業は相当数に達し， 今後も引き

つづき増加の傾向にあり， ますます各遺跡に及ぼす影響が大ぎくなってお

ります。

教育委員会では， これまで顕著な遺跡の計画調査， 開発に伴う緊急発 掘

調査を行い遺跡の解明と保護を図ってきました。 また， 昭和57年 7 月 1 日

には， 激増する埋蔵文化財発掘調査に対応するため， その調査研究体制の

整備充実を図る目的で財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ーを設立させま

した。

ここに刊行する本報告書は， 昭和57年度に教育委員会が直営で実施した

国庫補助事業の調査成果が主であり， その内容は， 長法寺南原古墳の墳形

に関するもの， 長岡京跡七条大路付近の住居跡， 長岡京域における奈良時

代の官術的倉庫と思われるもの等であります。

これらの調査成果は， 今後， 本市の文化財保護行政を推進する上で貴重

な資料となるのみならず， 広く市民に活用していただぎ， 本市の歴史を理

解する一助になれば幸いと考えております。

なお， その他の調査成果については，別途， 財団法人長岡京市埋蔵文化財

センタ ー が刊行の調査年毅に褐載いたしております。

最後になりましたが， 調査実施にあたって種々ご指導をいただいた諸先

生方ならびに関係行政機関， また発掘調査に深いご理解とご協力していた

だいた土地所有者の方々に， 紙上をお借りし， ここに厚くお礼申しあげる

次第であります。

昭和58年3月 31 日

長 岡 京 市 教 育 委員会

教 育長 田 中 理一 郎



凡 例

1. 本冊は，昭和57年度に 長岡凩市教育委員会が国庫袖助事業として実施した長法寺南原古墳

及び 長岡京跡の発掘調査の概要素艮告である。なお昭和55年に実施した右京第39 次(7ANQMK

地区）関査も合せて足録した。

2. 上記の調査地は，付表ー1の通りである。 その位置は，第1図に示した。

3. 長岡以跡の調査地の 次数は，長両扇跡左京，長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査

地区 名は，高橋美久二 「長岡稟跡昭和51年度発掘調査概嬰」（崩都府教育委員会『埋蔵文化財

発掘調査概報(19 77)』昭和52年）による小字名をもとにした地区割に従った。

4. 長岡稟内の条坊名は，山中章f也「第126図 長岡京条坊図」（同日市教育委員会『向日市埋蔵

文化財潤査報告書』 第8集，198 2年）による呼称に従った。

5. 各調査報告の執筆は，各部の章のはじめまたは文末に執筆者名を記した。

6. 発掘謁査の実施にあたっては，京都府教育委員会，（財） 長岡京市埋蔵文化財センター，長

岡扇跡発掘訓査研究所筈の多大なる協力を得た。

7. 木書の編集は，長岡崩市教育委旦会社会教育課中尾秀宜が担当した。

付表一 l 本書殴告調査一 覧表

闊査次数 地 区 名 I 所 在 地 所有者
_(原因者）- - - I - -- -—-

長岡京市長法ー
、『南原11番長法寺南原古墳第3次�laJ査 薮内 治作

長岡点跡 I 7ANQUD 
-I ―- - -、--, - -1-- -— 

長岡京市久貝二丁目
右点第94次 211池 I (京都11月発（掬）- -t -l. - I 

, 
I 

右京第119次 7ANKSN―2 長岡京市長岡__:_J
―
目
434-1 塚田佐一郎

- -―- • -- ---+ ――- - 」- - -
ー竺nn ,,_. i ゥ A'1 ハ HV 長岡京市久貝一丁日 ',� 
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第1部 長法寺南原古墳
第 3 次調査概要



第1章 調 査 経 過

l はじめに

調査の目的 長法寺南原古墳 は， 京都府長岡京市長法寺南原 1番地に ある。 ここ乙訓の地 は

竹林の発達することで著名であるが， この古墳も また， 緑豊かな竹薮となっている。

後にも述べるように ， この古墳は1934年に 発掘調査され， 銅 鏡を はじめ重嬰な遺物を出土し

た前期古墳として， 学界でも有名な存在であるが， 発掘後約50年の歳月がたち， 竹の子栽培に

よる， 古墳の変形は年ごとに 進んだ。 これを， この ま ま放置 するならば， この重要な遺跡の実

態の解明が不可能になることを恐れて， 本市教育委員会は， 古墳の墳丘の現状と石室の構造を

解明する調査を実施することとした。 この調査に もとづいて本古墳の保存整備実施のための基

礎資料を得ることをも意圏しているのである。

そこで， 昭和57年度 は， まずて はじめとして， 墳丘の現状を正確に把握することを主な目的

とする調査を行うこととし， 調査主任を大阪大学文学部助教授都出比呂志とする， 市教委の調

査体制を組緞した。 発掘詞査期間 は1982年 7月21日から 8月13日 までであった。

参加者と役割分担 調査補助員として， 大阪大学文学部の大学院と学部の学生および， 大阪

大学考古学研究会会員があたった。 参加者名は次のとおりである。

西本昌弘， 丹司if+, 永松圭十， 幅永伸哉， 禰宜日佳男， 小野民裕， 青谷尚美， 福村千品，

川崎蜻彦， 松木武彦， 国木健司， 黒石哲夫， 武田章， 長谷川俊哉， 中川すがね， 細野一夫， 樫

原弘幸， 鹿野正人， 山向優， 野村博， 藤本真路， 中西規之， 竹中郁， 松本みゆき， 大隅伸一，

岡本浩， 中川匡夫， 武田貞治。

遺構の実測作業には全員があたった。 追物の整理・実測• 製図などに ついても参加者の多く

が従事したか， とくに 西本昌弘， 幅永伸哉， 禰宜田佳男， 青谷尚美， 松木武彦， 国木健司， 黒

石哲夫， 鹿野正人， 山向 優らが中心的な役割を果した。

本書の執筆は，第4章が京都府立山城郷土資料館橋本清一氏によるほかは都出比呂志が担当した。

また写真撮影は， 図版9 の銅鏃が元文部技官高橋猪之介氏に よるほかは， 都出が担当した。

謝辞 調査に際して， 多くの人々の御援助を受けた。 土地の所有者薮内治作氏は訓査を快諾

されただけでなく， 藤下泊 一郎， 藤下多市の二氏とともに作業員の仕事を担当された。

古墳に近い天台宗長法寺住闊の） ii西寂紹氏は調査に対して様々な便宜を与えられた。

子守勝手神社総代会は， 調査団の宿泊のために社務所を貸与された。

古墳および周辺の士地所有者である藤下清 一郎， 佐藤宰四郎， 小山乙吉， 薮内信義の各氏は

測量調査などに おける竹林への立ち人りを許可され便宜を提供された。

- 1-



2 遺跡の環境と過去の調査

第2図

長法寺南原古墳

南原東l号墳
南原東2号墳

南原古墳群

大原古墳群

稲荷山古墳群

走田古墳群

七ツ塚古墳群

(2·3の名は仮称）

京都大学名誉教授小林行雄氏 は， 調査地を訪れて有益な指導を行なわれ， また松岳山古墳出

土銅鏃の写真撮影を快諾された。 また京都大学保管の銅鏃の調査において， 同大学助手の岡内

三貞氏のお世話になった。

岡山大学文学部教授近藤義郎氏のおはからいで， 同文学部助手字垣匡雅， 同大学院生秋山浩

三， 吉村 健の三氏の援助を得た。

また， この毅告書を まとめるについては前年度に大阪大学文学部 国史研究室が実施した墳丘の

瀾鼠調査と排水溝の一部の発掘成果に依拠すると こ ろが大きいが 胄 その調査の実施において，

同研究室の悔渓 昇• 黒田俊雄両教授， 脇田修助教授から御指導を得た。 また， 前年度の調査

参加者のうち， 今年度の調査に参加していない人々の名前を以下に明記して， その負うと こ ろ

を明らかにしておきたい。

岩松 保， 伊藤寿夫， 城石俊弘， 清水董， 萩原政幸， 野上瑞穂，

2 遺跡の環境と過去の調査｀

古墳の立地 古墳 は桂川右岸地域の西山山塊の東斜面に立地し， 西から東に舌状に張り出し
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た尾根の最高部， 標高にして約14 5mの地点に あたる�
I

この尾根の付け根にあたる西側に もまた

小さな谷を形成しているので， 祝覚的には， 古墳立地点は独立丘の頂部となっている。

周辺の遺跡 この古墳の成立の前史に関連する弥生時代の集落遺跡としては， 東約1 .5kmに今

里遺跡があり， 小畑川右岸の， この地域の水田 開拓が早くから始まったことを示し， 古墳のす

ぐ東の山裾の長法寺集落内でも弥生土器を出土する。

またこの周辺には， ·数多くの古墳があり， 北に南原古墳群( 6基）， 西には大原古墳群(25基），

野山古墳群( 3基）， 南には稲荷山古墳群( 3基）， 走田 古墳群( 3基） などがそれである。 すべ

て横穴式石室を有する後期の群集墳であり， この北約 1kmのカラネガ岳古墳群( 3基） や中山
121 

古墳群( 2基） とともに長岡京市域において， 山地に立地する群集墳の集中地域となっている

（第2図） 。 ただし， カラネガ岳古墳群中の第2号墳のみは前期末ないし中期初頭に さかのぱる，
13) 

直径約30mの円墳であり， 枯土枷の埋葬施設と埴輪を有している点で注目すべきものである。

カラネガ岳 2号墳は， 南原古墳とともに， この地域の古墳時代の首長系譜を考察する上で重要

な古墳と考えられる。 また今回の調査に伴って実施した固辺の分布調査の結果， 本古墳の立地

する丘陵の東斜面 に も， 前期・ 中期に遡る 2基の古墳の存在が確認できた。 この点に ついては

第5 章で， あらためて述べることにしよう。

戦前の調査 南原古墳は1934年（昭和9) 1月に 竹薮の開墾中に 発見され， 梅原末治氏を担

当者として， 京都府に よる調査が実施された�
41

この調査の結果は以下のとおりである。

1)墳丘の形態は前方後円形であり， 全長約70m, 後円部直径は40� 50mでその高さ4 .5m,

前方部を南にむけ， その幅は約24m, その高さ 1� 2mとなり， 前方部が短い形式のもの

である。

2)埴輪， 葺石は認められない。

3)後円部の中央に ， 墳丘主軸に平行する竪穴式石室があり， 長さ5 .3m, 幅 l .Om, 高さは

北で1 .35m, 南で1 .2mとなり， 11枚の天井石で覆う構造をもつ。

4)石室内から発見された副葬品は三角縁神獣鏡 4 . 盤竜鏡 1・ 内行花文鏡 1 からなる鏡が

6面 ， 硬王製勾玉 6 , 碧玉製管玉19・ ガラス製小王287などの玉類， 刀1 . 剣7 . 刀子7·鏃

123· 斧12· ノミ1 . 鈍片などの鉄器， 漆付 き麻布， 石臼と石杵各 l などから構成されている。

さらに， 本古墳の副葬品が中国製の鏡のみからなりf方製の三角縁神獣鏡や碧玉製腕飾類など，

前期古墳における新しい相の遺物群を含まない古墳の一つとして， 小林行雄氏に よって注目さ

れ， :s1前期古墳の中で全国的に も重要な古墳として学界において有名なものとなった。

とこ ろが， その後も竹薮の開墾は進み， 石室部分のみは， か ろうじて保存されたが， 墳丘は

著しく変形し， 旧状を推測することさえ困難となった。 また開墾にともなって円筒埴輪片が露

出し， 過去の調査時における， 埴輪なし， との認識を修正した。

大阪大学による調査 破壊の進行する墳丘部分の現状保存と再調査の必要性とが認識されつ



4 遺跡の環境と過去の調査

第3図 墳項の石碑 第 4図 天井石推積状態

つも，有効な手だてが講じられないまま月日が経過したが， 1981年（昭和56) 1月，土地所有

者薮内治作氏が竹薮の土入れ作業を実施中，石室の排水溝の一部が露出した。 薮内氏から連絡

を受けた都出は直ちに現状の写真と略測とによる記録をとるとともに， 原状保存を薮内氏に要

請し ， 長岡京市教育委員会に連絡した。

さらに同年7月 20日から8月3日までの期間において，大阪大学文学部国史研究室を主体と

して発掘調査を実施し，墳丘測鼠，石室排水溝の北半部と石室菓堀控積の露出部分の調査と埴

輪の検出を行った。

この結果， 旧地形が保存されている北部と東部とにおける等高線を判読すると，後円部とさ

れたものは， 後方部の可能性があること， また葺石は一 点も認められないことなど， 重要な知
(61171 

見が得られ、 今回の調査を実施する具体的な契機となった。 なお， 1934年の京都府による調査

を第 1次，1981年の大阪大学の調査を第 2次， 今厠の調査を第3次の調査と それぞれ呼ぶこと

とする。

注1 )長岡京市発行の5000分の1の地 図によれば ， こ の最高部の標高は147.2mとなっているが ， こ

の 数値は航空測量の評定点であり ， I 府道山崎大枝線ぎわの基準点(No.5 4- 5 -2)のレベル52. 798 m 

を悲準として測呈の結果， 145 .49mの結果を得た。

2 )長岡京市教育委員会 『長岡京市遺跡地図』1982年。
3)岡内三真，和田晴吾，宇野隆夫「京都府長岡京市カラネガ岳ー ・ニ号墳の梵掘調査」 『史林』

第64巻第3号，1981年。

4 )悔原末治「乙訓村長法寺南原古墳の詞査」 『 京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』第1 7冊 ，

1937年。
5 )小林行雄「前期古墳の副綽品にあらわれた文化の二相」 『 京都大学文学部五十周年記念論集』

1956年。

6 )大阪大学文学郊国史研究室 『 京都府南原古墳の調査』 （現地説明会資料） 1981年。

7 )都出比呂志「京都府長岡京市南原古墳の詞査」 『 日本考古学協会第48回総会研究発表要旨』
1982年。



第 2 章 検 出 遺 構

1 発掘 区の設定

19 34年の調査以後， ． 約 50 年 間の墳丘の形の改 変は極めて著 し い 。 毎 年の竹薮の士入 れ 作 業 に

よって深 く 削ら れた部分と ， 旧地形を保存 し て い る部分とを識別 し た結果， 石室のある中央の

高まりを中心と し て， 北部と東部と に か ろ う じ て 旧地形が残って い る こ と ， また前方部は， か

なりの部分 か， まだ 保存 さ れて い る こ と か判 明 し た。 そ こ で ， 破壊 さ れ ， 削ら れた部分 に つ い

ては， その崩 壊部の崖面の断面観察を実施 し ， 旧地形 か保存 さ れて い ると こ ろ には， 新た に ）ヽ

レ ンチを設定 し て断面観察を行 い ， これらを総 合し て 墳 形を確認することとし， 西側 ク ビ レ

部の排水溝 に つ いては， その面 的 広 かりを捉 え るため に 発 掘区を広 く 設定 し た。 第 5 図 に ， ト

レ ンチと， 断面観察 区とを示す。

墳丘の主軸線 が正確に把握で ぎ

ない発掘以前の段階で ， 方眼地区

割にもとづ く グ リ ソ ドを設 けて ト

レ ン チを設定するのは， 今後の調

査に か え つて不便を き たすおそ れ

があると判 断し， ひとまず， ト レ

ンチの設定につ いては墳丘の 傾斜

面の コ ン ターに直交する方向を重

視し， か つ 栽培中の竹の伐採本数

を極 力 少 な く し得る位渥を選 ん だ 。

ト レ ンチ 名と， 断面観察セ ク シ ョ

ン 名とは， 調査の進行にともな う

設定の順に ア ル フ ァ ベ ッ ト 名 称 A

- N をつ けた （ 第 5 図 ）。

2 墳丘の形態

( 1 ) ト レ ンチおよび崖 断面の観察

ト レ ンチおよ び崖面セ ク シ ョ ン

（ 以下セ ク シ ョ ン区と呼ぶ） の暫

面観察 に もとづ き ， 墳丘の裾と段

5.0m - = -

第 5 図 発掘区の名 称 （ ア ミ 部分は旧
地形の保存 さ れた部分を示す ）

� 5 � 



6 墳丘の形態

築の テ ラ ス や斜 面 部の平面 位属と高 さ と を 考察 す る こ と に し よ う 。 墳丘 斜 面 に葺石 を 施 さ な い

た め ， 斜 面 ， テ ラ ス ， 裾 な どの 決定 に お い て 必ず し も 明確で な い地点 も あ る が， 各地点の 観察

を 有機的 に 総合 し て ， 最 も 矛盾の 少 な い復原 案 を 示す こ と を め ざ す こ とと し よ う 。

ト レ ン チ お よ びセ ク シ ョ ン 区 に お け る断面図 は 第2 1図と第22図と に示す が， 図の 判読の 便宜

を 考 え て ， 以ドの よ う に 配列 し て 解説す る 。

セ ク シ ョ ン 区の 切断線 は ， 露出 し た 崖 面 の 清掃 に も とづ く か ら ， 方 向 は 一定 し な い 。 そ こ で ，

こ の う ち 切断線 か東西方 向 を 優位とす る も の に つ い て は ， 南 か ら 北 を 見 る 方向 に ， 図 を 統一 し

て 表現す る 。 し た が っ て ， C , F ,  K の 各 セ ク シ ョ ン図 は ， 本来ト レ ン チ南 壁 を 北 か ら 見 た実

測図で あ る が， 第2 1図 に お い て は ， そ の 反転図 を 掲 げ る 。 ま た J 区南 壁セ ク シ ョ ン の 北 か ら み

た実測図 を 反転 さ せ て D 区北壁図と連続 さ せ ， 前方部の 横断面 を 一 枚の図 に 合成 し た 。

同 じ よ う に ， セ ク シ ョ ン 切断線 が南北方向優位の図は ， 西 か ら 東 を 見 る 方向 に図 を 配列 す る 。

し た が っ て F , H の 各 セ ク シ ョ ン 区 は 反転図 を 掲 げ る （ 第22図） 。

な お ， 上述の よ う に 七 ク シ ョ ン 切断方向 が 墳丘 主軸 に 対 し て 多様 な 方向 を と る た め に ，断面

図 に 示 さ れ た 水平距離 は ， そ の ま ま で は 墳丘 の 斜 面 や テ ラ ス の 幅 を 示 さ な い 。 し だ が っ て 以下

の断面図の 説明の 叙述 に お い て ， 斜 面 や テ ラ ス な どの 長 さ の 数値 は 墳丘 主軸方 向 に平行 な い し

直交す る 方 向 で 計測 し た場合の 数値 に 換算 し て 示 す 。 つ ま り ， 墳丘 主軸 は ， ほ ば南北方位を と

る の で ， 南北 Y m と い え ば， 墳丘 主軸方向 線上での 長 さ を ， 東西 X m と い え ば， 主軸と直交 す

る 方 向 での 長 さ に 換算 し た も の で あ る 。

以 ド に ， そ れ ぞ れの ト レ ン チとセ ク シ ョ ン 区 ことの 観察結果 を 述べ よ う 。

(2 )  東西方 向 の 断面 図 （第2 1 図）

ま ず，断面 観察 を 最 も 広 く 実 施で き た 前方部の D 区北壁か ら 記述す る の が理解 し やす い と思

わ れ る の で ， こ こ か ら ， 順次北の 区の図へと叙述す る こ とと し よ う 。

D セ ク シ ョ ン 区 北壁 （第2 1 図1 0 ) こ の 部分に お い て ， 前方部南端付近の 崖 面 に お け る 東

西方向の 横断面 の 土層 が明 瞭 に 観察で き た 。

標高 142 m を 最 高点とす る 地 山 上 面 は ， 中 央付近 が最 も 高 く ， そ の 東と西と か低 い 。 さ て こ

の 面 の 凹 凸 が激 し い の で ， 地 山 上 面 と考 え る に は 不 自 然 な 感 を 与 え る が， 風化作用 や 雨 水 な ど

の 流水 に よ っ て丘 陵 上 面 が侵蝕 さ れ た 結果 で き た 細 か な 起伏 を 示す も の と考 え ら れ る 。

墳丘 の 裾の 位磁 は 西辺 に お い て 明 瞭 に 検 出で き た 。 す な わ ち ， Y S 2 の 西12 .5 m付近 に お い て

地 山 を 削つ て 高 さ 0 .4 m の 段状の 落 ち こ み が あ り ， そ の 西 に 幅 1 m の 溝と幅0 .4 m の 堤状の 隆

起 が あ り ， こ こ か ら ， 西約5 m に わ た っ て 徐 々 に 上方 に傾斜 し て い る 。 こ れ ら の 起伏 は ， す べ

て地山 面 を 削 り 出 し て 作 っ て い る 。 こ の 特徴 か ら ， Y S 2 の 内12 .5 m付近の 落ち こ み部 を 前方部

墳丘 の 西側の 裾と考 え て 間違 い な い （図版 3 - 2 ) 。

こ の 裾部 か ら 東へ 幅2 .0 m の平坦 面 が続 く が， こ れ を 第一段 目 の テ ラ ス と考 え よ う 。 さ ら に
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゜
5.0 m 

第 6 図 墳 丘測 量 図 ( 500分 の 1 )



8 墳丘 の形態

Y S 2 から西10 . 5mの付近で急に立ち上がり，西 8 m 付近まで 幅 1. 5 m の平坦 面をつ く る。 こ れ

は 2段 日 テ ラ ス と 考 え られる。 こ の部分も地山を削り残して造 成している。 こ こ か ら 東の中央

部に むか っ て，ゆるやかな傾斜が続 き ，さ らに標高 142. 5 mの レ ベ ル で盛土を水平に整 え てい

る こ とが観察で き る。 さ らに，この上に厚 さ 0. 5 mの盛土があり耕作土層直下の この士層の最

高部の レ ベ ルは 143. 0 mとな る 。 この こ とから，断面 図では明 瞭にあら われないが，Y S 2 の

西 8 m 付近が第 3段斜面の下端を示すと考 え られよ う 。

次に，東の裾部を考察しよ う 。 まず J 区 南壁反転 図に おいて，Y S 2 から東へ13. 5m付近 に 落 ち

こ みがある。 こ こ でも 西裾と同様に幅約 1 mの溝と，その外側に堤状の高まりが認められるの

で，こ の部分を東端の裾と考 え てよいであ ろ う 。 こ う 考 え ると，2段 目 テ ラ スの東端は Y S 2

の東12m 付近に始まると考 え られるが，土地の所有境界線にあたるため発掘不能であ っ た。

一 般に各調査区 の 断面 図を通覧すると，現在の竹薮の地表面 下に厚 さ 1 m ほどの耕作土 （ 約

50 年 間に わたる毎 年の土入れの堆積土層 ） があり， その直下に厚 さ 約 5cmの黒色 土層が存在す

る地区が多い。 こ の黒色土層は，竹薮開 墾以前の 旧地表と 考 え られるから，こ れが確認で き る

部分は，開 墾による攪乱を受 けていないと考 え てよい わ け である。

と こ ろ が，この D 区北壁では，こ の黒色土層は認められない。 薮内氏の記憶では，こ の部分

は，耕作にあた っ て削らず，逆に土を他から持ち運 ん で盛 っ たとい う から，大 き な削平はない

としても，旧表士は若干削られているのであ ろ う 。 したが っ て，前方部南端 に お けるもとの墳

項部の レ ベ ルは，143. 0 mより も 若干 高か っ た可能性を考 え て お き たい。

J セ ク シ ョ ン 区北壁 （ 第2 1 図 9 ) こ の部分では前方部東辺裾の 夕H則を削平した平坦面と，

その東側の立ち上りと考 え う る段を検出した。 こ の段の高 さ は 0 . 2 m である。 この地点は前方

部東辺裾の推定位渥より東約 4 mにあたる。

F ト レ ン チ 北壁 （ 第2 1 図 6 ) 西端から幅 0. 6 mの水平面があり，こ れに続いて東へ 緩やか

に傾斜する。 こ こ も地 山を削り出して造成している。 水平面の レ ベ ルが 142. 5 m であ る こ とか

ら，後円部ないし後方部の 2段 目 の テ ラ ス 肩部にあたると考 え られる。

M セ ク シ ョ ン 区 反転 （ 第2 1 図 2 ) 排水溝の 掘方の東の肩部から東に上る傾斜面を検出した。

排水溝に充填した礫の上面の レ ベ ルが 142. 5 m である こ とから，こ れが西側 ク ビ レ部の第 2段

目 テ ラ ス 上面にあたると考 え られる。 また，こ の東に小 さ な斜面と水平面が存在し，さ らに そ

の東にまた別の斜面が始ま っ ている。 こ の水平面を重視するなら，こ こ が，第 3段 目の テ ラ ス

上面で，レ ベ ルは 143 m 付近にあり，さ らに こ の東 （東北 ） に後円部ないし後方部の第 4段斜

面が続 く ものと考 え られる。

A ト レ ン チ 北壁 （ 第2 1 図 8 ) こ の部分は中世の柱穴などによる攪乱 かある が，A 1 から

東 3 m 付近に 高 さ 0 . 3 m ほどの段があり，その東の夕H則に幅 1 m の浅い溝状の お ち こ みが認め

られるから，こ の部分を前方部東辺裾と考 え 得る。 こ う 考 え ると，A 1 の東 1 m 付近の立 ち上
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がりの下端の レ ベ ルが 141. 5 m である こ とから，こ こ から西に上る第 2段 目 の斜面が考 え られ

る。

B ト レ ン チ 北壁 （ 第2 1 図 7 ) B I の東約 2 m までは標高 142. 0 mの水平面をつ く るが，

こ こ から東は ゆる やかな傾斜面となり，B I の東 6 m 付近でかすかな段をつ く る。 この段の下

端の レ ベ ルが 141. 0 m を示すから，こ こ を後円部ある いは後方部の東辺裾と考 え てよ い であ ろ

。

ニ
フ

C セ ク シ ョ ン 区 南壁反転 （第2 1 図 5 ) C 2 の西 1. 5 m から C 2 の東 0. 8 m まで，幅約 2m

の水平面が続 き その東は ゆるやかに傾斜して Fる。 した かって C ト レ ンチの調査区の東の外側

に基底部裾を認め得るはずであるが，土地所有の境界線tにあたるため発 掘はで き なかった。

またC 2 の西 1. 5 m では西側に急に立ち上って おり，C 2 付近の地 山 上面の レ ベ ルが 142. 0 m 

を示す こ とから，こ こ を後円部ある いは後方部の第 2段 テ ラ ス と 考 え てよ い 。 さ らに，この西

の急な立ち上がりが第 3段斜面とし得る。 第 3段斜面 の卜且i テ ラ ス の レ ベ ルは 142. 8 m となり，

斜面の水平距離 0 - 8 m , テ ラ ス 幅は 1. 3 m 以卜．と わかる。

L セ ク シ ョ ン 区北壁 （ 第2 1 図 3 ) L 2 の酉 1. 4 mに低 い 段があり，こ の東が 142. 2-14 

2. 5mの レ ベ ルを示して水平に近 い こと，こ れが次に述べる I セ ク シ ョ ン 区の西端で検出した急

角度の段と連続するものと 考 え られ，第 2段 目 の テ ラ ス 部と推定す る 。 こ う 考 え れ ば，I 2 の

酉 1. 4m から西の低 い 段は第 3段斜面の残存部を示すと考 え られよ う 。

l セ ク シ ョ ン 区北壁 （ 第2 1 図 4 ) I 1 の東 0. 3m で 西に上る急角度の段があり，こ の段

の ド端から東 2. 5 m は水平で，さ らに I 1 の東 3- 4 m で 高 さ 0. 3m の低 い段が認められる。 こ

の東側の低 い段の下端 レ ベ ルが 140.8 m である こ とから，こ こ を東辺の裾と考 え てよい。した

がって，こ の 図の西端の急な段は第 2段 目 の斜面と考 え られる。

このセ ク シ ョ ンに お い ても，東端裾の東の外側に輻 2 mの，浅 い 溝状の削りこ みが認められ

る こ とは注 目 さ れよ う 。

k セ ク シ ョ ン 区南壁反転 （第2 1 図 1 ) K 1 の西 2. 4 m から 4. 4 m までの幅 2 mの間に 明

瞭な溝を削り こ ん で い る。 溝底の レ ベ ルが141. 3mを示す こ とから，こ の部分を後円部ある い は

後方
・部の 西辺の裾と考 え てよ い 。 こ こ でも裾部には高 さ 0 . 35m , 幅1. 5mの第 1段 目のテ ラ ス が

設 けられて い る こ と か確認で ぎ た。

(3) 南北方向の晰面図 （ 第22 図）

つ ぎに，南北方向の断面 図の説 明に う つ ろ う 。

G · H ト レ ン チ 西壁反転 （第22 図 1 ) H 1 の北 1. 5 m から北へ水平面が続 ぎ ，こ の部 分

の地 山 上面の レ ベ ル が 142. 2 m を示す こ とから第 2段 目 テ ラ ス と考 え う るが，H 1 の北 5 m 付

近に大 き な 自 然の岩塊があり，こ こ では北辺裾を明瞭につかみ 得なかった。 岩塊か障害となっ

て，こ の部分ではもともと裾を削り出して いなかった可能性もある。
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E ト レ ン チ 西壁 （第22 図 2 ' 図版 3- 1 ) E 2 付近に 段 があり，その レ ベ ル が 141. 5 mと

な るので，この部分 が北辺裾と考 え られる。 E 2 の南 1. 5 m 付近から南へ若干の傾斜をも つ水

平 面 があり．，そ の幅 が約 2 m , 上面 レ ベ ル が 142. 0 mを示すから第 2 段 目 テ ラ ス と 考 え 得る が，

他の調査区の第 2 段 目 の立ち上りに比べて高 さ も低 く ，傾斜も ゆる く なっていることから，こ

の部分では第 2 段 目 の 肩部は，土砂の流出 などによる変形を受けているものと考 え たい。

また E 1 の南 4 m 付近から南に幅 1 m 前後の平坦部 が認められる が，これは第 3段 目 の斜面

の テ ラ ス を示すものであ ろ う 。 テ ラ ス の レ ベ ルは 142 . 8 mをはかる。 さ らに，E 1 の南 5 m 付

近から，約 30度の角 度で E 1 の方 向 へ南に立ち上る傾斜面は第 4段 目 の斜面と考 え られよ う 。

F ト レ ン チ 西壁反転 （第22 図 3 ) ここで，標高 142 . 5 mの水平面の南の肩部を検出した。

そ の レ ベ ル からこの肩部 が，後 円部あるいは後方部の第 2 段 目 テ ラ ス の南端肩部にあたると考

え ら れる。

D セ ク シ ョ ン 区東壁 （第22 図 4 , 図版3- 3 ) 標高 140 . 4 m の 平坦面 が ここで 落ちこみ ，高

さ 0 . 4m の低い段をつ く って，そ の南に幅 l m の溝と，さ らに南方外側に幅 1. 2 m の堤状の高

まりがある。 これらの段や溝は，すべて地 山を削り残して造 成している。 この溝の北端 が前方

部南端を示すと考 え られる。

N セ ク シ ョ ン 区西壁 （第22 図 5 ) N 1 から南 4 m 付近で傾斜角 35度で南に下降する斜面

が終り， ここで レ ベ ル 143. 0 m の平坦面の北端 が検出 さ れた。 この レ ベ ルからいって，後 円 部

あるいは後方部の第 3段斜面の上面 テ ラ ス と 考 え られるから，そ の北の斜面は第 4段斜面と解

釈する。 な お，この レ ベ ル 143. 0 mの平坦部より南は ゆるやか な 傾斜部と な る が，このセ ク シ

ョ ン 部 の平面的位置は，前方部の西側 斜面部を縦断しているので，前方部墳丘の段築成の ポ イ

ン ト を反 映するものでは な いと考 え られる。

(4) 墳丘形態の復原

墳 丘裾 と 周 溝 以上の断面 図の考察にもとつ き ，墳丘の形態と規模とを復原してみよ う 。

まず，墳丘の裾部を検出し得たとこ ろ では，裾の外側に幅約 l m の浅い溝がめ ぐり，D 区の前

方部の西辺，東辺 ，南辺，また後 円 部 な いし後方部の東辺 I 区と，西 辺K 屁では，この溝の外

側に堤を削り残すか，わ ずか な 高 みを残している。 このことは，墳丘の外側に幅 1 m 内外の周

溝をめ ぐらせて墳丘と外側 と を意識的に画していることを示して おり，この古墳 が葺石を有し

な いことによる，裾の不 明確 さ をこれによって補っていると考 えられよ う 。

こ う して，裾の基底部の レ ベ ルは前方部の南端の周溝底で 140 . 5 mを示す ほかは概して 141

. O m 付近にあり，墳丘の裾を水平 な 基底面上に おこ う としていること が わ かる。 このことは，

前方部に おいてと く に，周溝の外側に さ らに幅 4- 5 m の水平面を削り出していることとも 密

接 な 関連を持つとい え よ う 。

段築成 墳丘斜面には段築成 が認められる が，他の畿内地方の前期古墳の そ れとは異 な る
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特徴 を 有す る こ と は注 目 す べ き で あ る 。

ま ず， 第1 段 目 は ， 葺石 を も つ古墳の 場合， 裾端部 か ら ， い き な り 傾斜 面 が始 ま る の で あ る

が， 本古墳 に あ っ て は ， 0 .3 -0 -4 m の 抵 い 段 を 有 す る ， 幅2 m 前後の テ ラ ス を 設 け て お り ， こ

の 点 は特異で あ る 。 こ の 部分を ， 墳丘 裾の 「犬走 り 」 と し て の テ ラ ス と 考 え て も よ い が， 上記

の断面図の 説明 に お い て は ， こ れ を 第1 段 テ ラ ス と 呼ん だ 。

こ の 上 に ， さ ら に ， 第2 段 目 斜面 が築 か れ る が， どの 調査区 に お い て も ， 2 段 目 は地 山 を 削

り 出 し て い る こ と が観察で き た 。 第2 段斜面の 上 面 の テ ラ ス の レベ ル は142 m 前後 で あ る か ら ，

第2 段斜面の 高 さ は1 m 前後で あ り ， 上 面 テ ラ ス の 幅 は1 .5 - 2 m を 示 す 。 さ ら に ， こ の 上 に

第3 段 目 斜 面 がつ く ら れ ， そ の 上 面 テ ラ ス の レベ ル が143 m 付近 し あ り ， E と Mの そ れ ぞ れの

セ ク シ ョ ン 区の 観察結果 か ら テ ラ ス の 幅 は l m 前後 と 考 え う る 。

さ て ， 後 円 部 あ る い は 後方部 に お い て は ， さ ら に 第4 段斜面部 を つ く る 。 第4 段 目 の 高 さ つ

ま り 墳頂高 を 正確 に は か り 得 る 部分は既 に 消滅 し て し ま っ た 。 し か し ， 1934 年の 調査時 に 天井

石が地表下約1 .2 m で検出 さ れ た と の 記録 が あ る 。 天 井石の 上の 覆土の う ち ， 表層 に 存在 し た と

考 え ら れ る 腐蝕士の 厚 み を0 .3 m 程度 と 見積っ て 差 し 引 く と ， 天 井石の 上 の 盛土の 厚 さ は o·.9 

m と な る 。 現在 も 原位韻 に あ る 北端の 天井石の 上 面 の レベ ル が 145 . 2 m で あ る か ら ， こ れ に

0 . 9 m を 加 え て 計算す る と 墳丘 頂の レベ ル を 146 .1 m と 推定 で き よ う 。

こ の こ と か ら 第4 段斜 面 部の 比 高 は約3 m と 推定で き る 。 と こ ろ で ， E セ ク シ ョ ン区 に お い

て ， 第4 段斜 面 部の 角 度 は約30 度で あ る か ら ， 比高3 m を 得 る に は ， 斜 面 の 斜距離は6 m ,  水

平距離 は5 . 2 m と な る 。

後方墳 と し て の復原 以上の 各調査区の ， 裾， 斜 面 ， テ ラ ス の 位四 と 高 さ と を 勘案 し て ，

墳形 を復原す る と ， 後 円 墳 と 考 え る よ り は後方 墳 と 考 え る ほ う が適合的 で あ る こ と が わ か る 。

と く に ， I ,  C ,  B の 各調査区 に お け る 東裾の 位属 が直線で結 び得 る こ と ， ま た ， I 区 に お け

る 東の 裾 と ， E 区 に お け る 北裾 と を 結 ん で ， 円形 を つ く り ， か つ こ れ と I , C , B に お け る 東

裾 と を 円 と し て 結ぶ こ と は 不可能で あ る （ 第7図）。

こ の よ う に し て ， 後方 墳 と し て の復原 案 を 考 え る こ と は ， 発掘以前の 墳丘 測鼠図に お い て ，

旧地形残存部の 等高線が北部 と 東部 と で 直線的 で あ り ， か つ ， I 調査区付近で ほ ぼ直角 に ま が

る こ と と う ま く 適合す る の で あ り ， 発掘の 結果 に お い て も ， I 2 付近 が東北の 裾 に あ た る こ と

が確認で き た 。 以上の 考察 に も と づ き ， 後方 墳 と 結論づ け た い 。

さ て ， 前方部の 墳頂の 高 さ は ， D セ ク シ ョ ン区の 項で述べ た よ う に ， 現存の 143 .0 m よ り 若

干 高 い と 考 え た い 。 固溝底 面 の レベ ル が140 .5 m で あ る か ら ， 前方部の 墳頂の 高 さ は最低2 .. 5 

m は あ り ， 2 .5 -3 .0 m の 間 に 考 え て お き た い 。

以上の 考察 に も と づ ぎ ， 墳丘 の 規模は次の よ う に 考 え ら れ る 。

全長 ； 5 8-60 m 
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後方部の一辺の長 さ ； 40m , 高 さ （推定） ； 5 m  

前方部長 さ ； 2 0 m , 前方部 幅 ； 28 m ,  高 さ ； 2 . 5- 3. 0 m 

後方部 3 段， 前方部 2 段 さ て ，以上の記述では ，基底部の低い テ ラ ス を第 1段テ ラ ス と

表現 し たが、 こ こ を第 l 段 と 呼称す る と 、 後方部は 4 段築成 と な る 。 し か し 、 こ れを， 墳丘裾

の 「犬走り」 的 な 平坦 面 と 見 な す と ， 先に第 2 段斜面 と 記 述 し た部分以上が， 墳丘斜面部にあ

たる こ と に な る から， 後方部 3 段， 前方部 2 段の前方後方墳 と な る 。

墳丘の復原を，こ のよ う に考 え る と ，後述す る 排水溝は，西側 ク ビ レ 部において，後方部 と

前方部 と の境界の谷底線下に掘削 さ れた こ と が わ か る 。 また，排水溝の最下部の終点は，ク ビ

レ 部の基底裾に合致 し ，排出 さ れた水が，周 溝部に流 れ こ むよ う 計画 さ れたもの と 言 え よ う 。

また， 3に述べ る 「石 室部」 で観察で き た地 山 上面の レ ベ ルは144. 6 -144. 7m であり後方部

の墳頂の推定高が 146. 1 m であ る から，後方部は高 さ 5 mの う ち 3分の 2 が 自 然地形を利 用 し

て い る こ と に な る 。 また前方部は，その北半部の ほ と ん どは地 山を削り出 し たのみであ る が，

南端部では，地 山の く ぼみに厚 さ 1 m 内 外の盛土を施 し て い る こ と は先に述べ だ と こ ろ であ る 。

第 7 図 墳丘復原図
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3 石 室 の 構造 （ 第8図 • 第 9 図 ， 図版 1- 2 )  

天井石 後方部墳丘の， かなりの部分 は 原形を失ったが， 石室のある中央部分の み は ， か

ろ う じて保存 さ れて おり， 南北約 1 5m , 東西約7 mのほ ば長方形の高まりとして残っている。

こ の部分を 「石室部」 と呼ば う （ 図版 1 ) 。

19 34年の発掘後 ， 石室 は埋めも と さ れたが， 薮内 氏の記憶によ れ ば， 天井石の北端の一石が

原位置にと どめら れたの み で ， 他の天井石 は 動か さ れて墳丘上に留めら れ （第 4 図） ， この石の

う ちに は後に長法寺纂落内に持ち運 ば れたものもあるとい う 。

調査として は ， まず墳頂部に放置 さ れた石を実測し， さ らに原位置にある北端の天井石を再

発 掘し， 過去の石室 実測 図と対照する こ ととした。 また， こ こ から搬出 さ れた天井石の一 つが

本 古墳の北 2 0 0 mの天台宗長法寺の碑石に利用 さ れているので ， こ れをも調査した。

第8 図 は ， こ れら天井石の実測図であるが， こ れを過去の実測図と比較対照して， 遺存する

資料の確認作業を実施した。

過去の調査 図に お ける石室天井石に， 北端か ら 第 1-第10の番号を付す と ， 現在も残存する

もの は ， 1 ( 第8 図― 1 ) , 2 (同図 ー 2 ) , 3 (同図 ー 3 ) , 5 (同図 ー 4 ) , 6 (同図 一

6 ) であり， 図に示す他の石 （同図 5, 7-10 ) は ， 大 き な天井石の隙 間 を 覆 つ ていた小石と

考 え られる。 こ の う ち， 天井石の第 1石 は原位置に， 第 3石 は 長法寺の碑石として， 第 6石の

3分の 2 か石室部西側の斜面に転落して埋没して， そ れ そ れ残存し， こ れ以外のもの は 墳丘上

に積み 上けら れている （ 第 4図）。 この う ち堆積の下部にある石について は実測図を作成で き な

かったものもあるから， あと若干の石が残存していると考 え ら れる。

こ れらの石の 材質について は第 4章に橋本 清一氏が記すよ う に， や や 熱 変成を受 けた石 灰

岩 ， 砂岩 ， 頁岩 ～ 粘板岩， チ ャ ー ト からなっている。

墓堀の 露 出 つ ぎに， 石室部の高まりの東南部崖面で検出した墓城内控積と排水溝の 「と

りつ ぎ 部」 とについて述へよ う 。 まず， 前者 は ， 東南部崖面に露出した割石の ことであり （ 図

版 2 - 1, 第 9 図）， 石室の位翫との関係から， こ の部分を石室 用の墓城掘方の東南 隅と推定で

き ， 従って， 水平に長軸をも つ割石 は ， こ の墓壊内の控積の石と考 え ら れる。 こ こ で認めら れ

る石 材 は ， 緑色岩と砂岩とからなる。 また， この崖面に おいて観察し得た地 山 上端の レ ベ ル は ，

144. 7 m である （第 9 図）。

排水溝 また， 石室部の南部崖面を調査した結果， こ こ で ， 排水溝の断面を検出し得た。

まず， 144. 5 mの レ ベ ルを示す地 山 上面から切り込 ん で ， 上面 幅 0 . 5m ,  深 さ 1. 3 mの溝を掘

り こ み ， この中に角 礫と円 礫とを詰めている （第 9 図）。 石 材 は ， 砂岩， チ ャ ー ト ， 緑色岩から

なる。 図に示す， 排水溝上面左の大 き い石 は 墓城内控積の上端の石が露出しているものと考 え

られる。
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過去の 調査 に お い て石室内 壁の 実 測図は作成 さ れ た が， 墓城 や控積な ど ， 細部の 構 造 は末解

明の ま ま で あ る 。 今回の 調査 は崖面の 露出部の みの 小部分に 限定 さ れ た が， こ の 調査結果 だ け

か ら で も ， 墓横の 形態 や規模と に関し て 推定 を 加 え る こ と が可能と な っ たの で ， そ れ を 次 に 記

す こ ととす る 。

石室墓城 の構造 ま ず， 過去の 調査の 磁北 ラ イ ンと北端 の 天井石と を 基準 に す る と，石室

の 基底部の 平面形 は 第9図 に 示 すとお り で あ る 。 こ の石室中 心 軸との 位置関係 か ら い っ て ，石

室部東南部崖面 に 露出 す る 割石 は ， 墓城 東南部 隅 に 近 い と考 え ら れ る こ と か ら ， 墓堀 が長方形

と し て ， そ の 大ぎ さ は ， 地 山 上面 で ， 南北7 .5 m ,  東西4 . 8 m と復原で ぎ よ う 。 ま た ，石室部

の 北部と西部の 崖面で観察で き た地山 上面の レベ ル は ， 144 .6 -144 .7 m を 示 し て お り ， 墳頂部

に お け る 地 山 上面 は 北 が わ ず か に 高 い 平坦 面 を な し て い た こ と が窺 え る が，石室の 墓城の 大部

分は地 山 を 削 っ て 掘 り こ ん で い る こ と が判 明 し た 。

ま た 過去の 調査 に お い て 梅原 氏 は石室内の 粘土 床の 直下 は 砂地の 地盤と記述 し て い る 。 過去

の 実 測図と対照す る と， 粘土床直下の 地盤の レベ ル は石室南端部で143 .5 m と計算 さ れ る 。 と

こ ろ が， 先述の 排水溝の 底面の レベ ル は143 .1 m で ， こ れ よ り 0 .4 m 低 い 。 し た が っ て ， 墓城

南端部で ， 底面 が急 に 落 ち こ ん で い る か ， そ う で な け れ ば， 向 日 市の 元稲荷古墳や寺戸大塚古

墳， あ る い は大山 崎町鳥居前古墳 な ど ， 乙訓地域の 他の 前期古墳で確認 さ れ て い る よ う に ， 墓

城 底の 四周 に溝 を め ぐ ら せ ， 粘土 床面下の 基盤 は 高 く 削 り 残す構造と考 え ら れ る 。 前者の 案の

よ う な構造 は類例 に 乏 し い こ と か ら ， 同 じ 乙訓地域の 他の古墳と類似 す る 後者の 案で推定復原

図 を 示 し て お く こ ととす る （ 第9図） 。

し た が っ て 排水溝 は ， 墓壊 壁の 地山部分を 深 く 削 り こ ん で ， 南方へ水 を 流 そ う と し て い る こ

と が わ か る 。 平面図 （ 第9図） に 示す よ う に ， か ろ う じ て 残存 し た 部分か ら ， そ の 走向の 方 向

が分か る が， こ れ よ り 南部 は竹薮の 開 墾で ， 消滅 し て い る が， こ の 南方約7 m の 西側 ク ビレ部

に お い て ， こ の 排水溝の 南半部 が遺存 し て い た 。 そ れ を 次 に述べ る こ とと し よ う 。

4 排水溝 （ 第23図）

溝の走向 石室墓城 東南部 に と り つ け ら れ た 排水溝 は ， そ の 南は 消滅 し て い る が， 西側 ク

ビレ部 に ， 延 長部分が遺存 し た 。 遺存部の 北端 は平面図 に お い て ち ょ う ど ， 後方部第3 段斜面

の 中 央付近 に あ た り ， 溝の 掘 り こ み点 に お け る 地 山 上面の レベ ル は 144 .0 m で あ る か ら ， 高 さ

の 点 か ら も ， 第3 段斜面部の 2 分の 1 付近と考 え て 矛盾 し な い 。 こ の 位置 と， 先述の石室東南

部の 「と り つ ぎ 部」 と を 結 ぶと， ほ ぼ南北方向と な り ， こ こ ま で は石室の 主軸と同 じ 方 向 で ，

約7 .5 m ほ ど延 長 され て い る こ と が わ か る が， こ こ ま での 溝底の 比 高差 は 0 .3 m で あ る か ら 25

分の 1 勾 配で あ る 。

さ て ， こ の 北端部の断面観察 に よ れ ば， 地 山 を 掘 り こ ん で 上面幅 0 .4 m ,  深 さ 1 . 2 m の ， 底
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第 9 医 石 室 と 排水溝 と の 関係

こ の 図 は ， 石室部東南部崖面 に お け る 壁体 と 排水溝の 露 出部 お よ び
石 室天井石 の う ち 原位置 に あ る 北端 の石 の 実測 図 と 1 934年 の 石 室実測
図 と を 合成 し て ， 菜横の輪郭 を 推定復原 し た も の で あ る 。排水溝の 「 と
り つ ぎ 部」 は ， 第 1 8図 を も 参照 。
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が U 字形を呈する溝を掘り， 厚 さ 0 . 6 m , つ まり溝の下半部を礫で詰め た あと ， こ の 上 に 土を

覆って埋めもどしている こ と がわかる （図版6 , 第23図）。

さ ら に ， こ の 地点か ら 南へ約 1 . 5 m の 地点で， 急 に 西 向 に カ ー フを描いて走 向を変え， 南西

方 向 に 約10 . 5 m まで延びている。 こ の 南西方向 の 走 向 線 の 位置 は， 第1 章 2 に述べ た 西側 ク ビ

レ部 の 谷 の 線 に 一 致している こ とか ら 考えると， 排水溝 は石室か ら 南 9 m ほど は， 石室主軸と

同じ 方 向 に 走り， ク ビ レ部 に ぶつかった と こ ろで， 南西 に 角 度を転換し た と説明できるの であ

る。

詰石の作業単位 さ て ， 排水溝 は実測図基準点 N 1 の 西 南 4 m 付 近か ら 徐々 に 幅を広くつ

くり， N 1 西南 6 . 5 m 付 近 の セ ク シ ョ ン図 に示すよう に ， 深 さ も浅くなっている。 さ ら に N 1

の西南 9 m 付 近で は ， さ ら に 浅くな って厚 さ 0 . 3 m ぐ ら い に礫を詰める の みとなる。 こ の よう

な変 化を生んだ原 因として， 墳丘 の 低い 部位ほど後世 の 土 砂 の 流出が激しく， 上面 が削 ら れ た

結果と考える余地もないで はないが ， 溝底 の レベ ルを比較すると ， N1 付 近で142 .85 m ,  応 西

南2 .3 5 m地点で142 ふ5 m , N1 西南6 . 4 m地点で142 .15 m ,  そして南 端部で は142 . lO m となり，

全体として の 平均 勾配は14分 の 1 で はある け れども， N1 西 南 6 m 付 近か ら 南方で， 急 に 緩やか

な勾配に 変って， 水平に 近くなる こ とがわかる（第23図）。

つ まり， こ の 勾配の 転換点が ク ビ レ部第1 段斜面上部と一 致し， こ こ で は段 築 の 高 さ が約 1

m と低いか ら ， 傾斜度が急に 緩やか に なる部分 に あ た る のである。

竺 |
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+
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第1 0図 A ト レ ン チの柱穴群 と 土 層



1 8  排水溝， そ の他の遺構

こ のよ う に考 え る と ， 排水溝の深 さ ， 詰めた石の原 さ の数値 が小 さ く な る こ と の意味も合理

的に説明 で き るから， 溝の深 さ の変化は当 初の状態を と どめたもの と 理解してよ い であ ろ う 。

さ て， 使用 石 材は角礫 と 円礫 と から な る。 石の材質 などについ ての詳細は第 4章に ゆ ずる が，

緑色岩類， チ ャ ー ト ， 砂岩から なり， ま た地点によって礫の大 き さ の差 が認められた。 す な わ

ち， N 1 から南 Z m 付近を境にして， 北は小 さ く ， 南は大 き い。 ま た， 同じ く 6 m 付近を境に

して， 南には特別に大 ぎ い礫 が使 わ れ， ま た8 m 付近から南は， 再び小 さ い礫 と な る（ 第 23図 ，

図 版 6 - 3 ) 。 こ れは， 溝内に石を詰めるに際し， ほ ぼ Z m ぐら い お ぎ に作業工程の節 目 ， ある

いは作業単位 が存在した こ と を示して い る。 それぞれ異る地点で採集 さ れた大 き さ の異る礫群

が使用 さ れて い る と も 考 え られよ う 。

こ う して， 南端部では， 礫の厚 さ は薄 く なり小 さ な礫 が， 散在する形で終って い る が， こ の

溝の終点は第 1 章に述べた墳丘復原案によれ ば， ク ビ レ 部の裾に合致する が， ち ょ う ど ， こ の

地点で浅い 落ち こ みの肩部が残存した こ と は， 以 上の復原案に適合的である。 こ う して， 排出

さ れた水は， 墳丘外の周溝に流れ こ むよ う に設計 さ れて い た と 考 え られる。

5 .  そ の他の遺構

以上に述へた古墳時代の遺構の ほか， 東側 ク ビ レ 部付近に設定した A ト レ ンチに お いて柱穴

群を検出した（ 第 1 0 図 ） 。 直径 0 . 4m 内外の円形の 掘方を有し， 深 さ 0 .4 - 0 .Sm である。 調 査 範

囲 が狭 いため建物の 性格 などは明確にし得 な い が， 柱穴を覆 う 土層中に中世の瓦器片 と 瓦片 と

を含 むので ， こ の柱穴群も中世のもの と 考 え られる。 小 規模 な 僧 堂 と な る可能性もあ ろ う 。



第 3 章 出 上 遺 物

1 遺物の概要

今回の調査で 出土 し た遺物の大部分は珀輪片であるが， 若干の瓦片， 瓦栂片， 石 器剥 片があ

る。 以下， 埴輪の記述 にあたっては， 薮内氏採集品と1981年の大阪大学の調査資 料の う ち， 考

察 にとって重要 な ものを援用する こととし， 薮内氏保管の銅鏃は， 本墳の 年代論 な どの考察 に

とって重要と考 えられるので ， こ こ で紹介しておぎ た い。

2 円 筒 賄輪 （第11図～ 第13 図 ， 図 版 7 - 9 )

墳丘の各調査区 から 出土した植輪 片は， 約 20 0点と な るが， 小破片の比重が高い。 その ほと

んどは普通円筒植輪であり， 朝顔形円筒 拍輪と考 え 得るものも 存在する。 本古墳 出 土埴輪の形

態や製作技法の特徴を示すものを選別して第11図 ～ 第13 図 に 掲 げた。 完 全 に 復原で き る個 体が

な いため， 以下の記述 におい ては個 体ご と に 記述 せず ， 各部位の特徴を示しつつ総括的 に述べ

る こととする。

直径 と 段数 比較的大 ぎ く 接合で ぎ たもの （ 第11図 H l - H 3 ,  H 9 ) はあるが， 底部

から u 縁部までを完 全 に 復原で き たものは な い。

底部は 6 個 体分ある。 底部径は26. 0-3 0. 0cmの 間 に分布し， 口 縁部径は33. 0-40. 0cmの 間 に

ある。 また中 間部の直径は両者の中 間的数値を示す から， 上部 に ゆ く に つれて直径を増して外

開 き 気味と な る円筒形と考 え 得る。

底部 から第 1段突帯までの 間 隔は18. 5-19. 0cmである。 また この上の突帯間の距離は10. 5cm 

( H  2) -12. 0cm ( H  15) の 間 に分布するの に 対して， 口 縁端部と， その直下の突帯との 間 隔は 7.

0-8. 0cmの 間 にあって， 特 に小 さ く ， 前期古墳 における普通円筒埴輪の一般的傾向と共 通 点を

有して いる。

突帯で挟まれた段数は， H 1,  H 2の例 に みるよ う に ， 最低 4段を有する ことは判 明するが，

正確 な 段数を確定で ぎ るまで接合で き た資 料は な いので ， 以下 に ， 復原案を考察する。

透 孔 段数を考察する上で ， 透 孔の配置の約束を把握する ことは一つの手が かりと な ろ

う 。 透 孔の形態は三角 形 ( H 1,  H 2) ,  円形 ( H l8- H 20) とがあり， 1片であるが， 三角 形

か 長方形 か決定しがた い小片がある。

さ て， 透 孔の配闘を検討すると， H l におい ては， 口 縁直下の突帯の下の段 に 正 立の三角 形

を配するが， その下の段の真下の位 置 に な く ， さ ら に ， 2段下の直下 において も ， さ ら にまた

直下 から 4分の 1円同 分ずらせた位 置 に も な い。 こ の個 体の破片の遺 存程度では， 円周の 3 分

-19-
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\ '  

H 25 

の 1ずらせた位讃に透孔が存在するか否か

は確認で ぎ ない。し たがって，こ の個 体に

おいては，透 孔が 2段下の段にあるとすれ

ば，3分の 1円周 ご とに3個 配する こ とに

なり ( A 案）、 4分の 1円周 ご とに配すると

すれ ば，この段には透孔は存在しない こと

になる ( B 案）。

ま た ，H 2においては，図の下から 2段

目 の段に逆 三角 形を配するが その 一つ上の

段と二つ 目 の段には，直上の位置では透 孔

はない。 この個 体は ヒ レ付円筒埴輪である。

先述の透孔の位置から 4分 l 円周分ずらせ

た位置に ヒ レの剥落痕が存在するから，ヒ

レ が左右 対 称の位置にあるとすれ ば，二つ

上の段において も ，4分の 1円周分ずらせ

20cm 
,, •• た ピ レの位置に透孔はあり得ない。 し たが

第13図 埴輪実測図 (3 ) って，別の可能性として，3分の 1円周 分

ずらし た位置に透孔を配するとも 考 え 得るが ピ レを付し た 個所を境にして，裏側に 2個の透 孔

を配列する こ とになって無理が生じる。 し た がって，この個 体では透 孔のある段の上に，透 孔

のない段を 2つ設 ける約束があると考 え てよいであ ろ う （ 第14図）。

H 2の個 体における上記の約束を考慮に入れると，先に，H 1において考 え た，A 案，つま

り，3分の 1円周分に3個の透 孔を配する案を消去して，B 案をとる こ とになり，H 1におい

ても，透 孔のない段を 2段連 ね る復原案を考 え てもよいのである。

以上のよ う に考 え れ ば，外面を縦に分割する一直線上に透孔を少 く とも 2個 配 そ う とすれ ば

第14図に示すよ う に，H 1にあっては，さ らに下に 1段の中間段を設 け，H 2にあっては，上

に 2段を設 けな けれ ばな ら ない。 こ の こ とから底部第 1段を含めて最低 5段を有する こ とにな

り，復原総 高は最低約 70cmとなる。

ヒ レ ヒ レ 部の 図は H 24- H 29に示す。 ヒ レの幅は 8 -10cm , 厚 さ 1. 0-1. 2cmの細長い

短冊状の板を円筒部の側 面に貼りつ けている。 H lOにおける ヒ レの剥離痕跡から，ピ レは，口

縁部直下の突 帯の位置から下に貼りつ けている こ とが わ かるが，H 28 の ヒ レにおいては，突 幣

より 2cm ほど上から接合している。 ま た，H 25の ヒ レ 下端部と思 わ れる破片の突帯の剥離位置

から，最下段突帯の 7cm下まで ヒ レ が伸 びていると考 えられるが，それが一般 的な約束なら ば，

H 9 の底部は，底部直上 第 1段までの残存状態がよいにもかか わ ら ず，ピ レが認められないか
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ら，こ の個 体は，H 1とともに，ヒ レを有

し な い円筒埴輪とも 考 え 得 る のであ る 。

さ て，ヒ レの接合にあたっては，H lO や

H 26の個 体のよ う に，貼りつけ位置に 3条

の沈線を刻 み，枯土の接着をよ く す る よ う

に意 図したものもあ る が，H 2の個 体では，

接着部を指で軽 く 押 さ え て 凹 部をつ く る だ

けであ る 。

朝顔形円 筒埴輪 H l 7, H l8は朝顔形

円筒 埴輪の一部に な る 可能性があ る 。 H l 7

は直径 30cmの球形胴 部の直上に，直径10cm

の垂直に立 ち 上 る 頚部を付す る もので，頚

部下端に刻 み 目 突帯を施す。 また H l8は小

片であ る ため 明確では な く ，円筒胴部の可

能性もあ る が，図のよ う な カ ー ブを有す る

ため，朝顔形円筒埴輪の胴部下半と な る 可

能性をも 考 え てい る 。
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第1 4図 円筒埴輪の復原概念 図
H 2は ヒ レを有する 円筒埴輪で あ るが， H l

には， ピ レがつ かないと考えられる。 ア ミ 点 の
部分は， 埴輪の遺 存部を示す。

以上の解釈は朝顔形円筒 埴輪としての復原案であ る が，こ れまでの資 料中には朝顔形円筒埴

輪の 口 縁部と 断定で き る 破片が な いので，H l 7, H lS の評価は確定的で な い ことを付記してお

ぎ たい。

製作技法 成形にあたっては，H 9 におけ る よ う に幅12cm ぐらいの粘土板を巻いて円筒部

の基部をつ く り，その上に，H 2,  H 3に示すよ う な 幅 5 -8cmの粘土帯を重 ねて積 み 上 げて

い る 。 成形にあたって木製の板の台の上で操作が行 わ れた ことは，H 9 の底部下端に，板の粗

い木 目 が圧痕として陰刻 さ れてい る ことから わ か る 。

突帯の突出度は1. 0-1. 5cmで 指 ナ デを施した際の稜線の シ ャ ー プ さ をよ く とどめ る もの が多

い。 H l4の個 体は薄い突幣を下がり気味に貼りつけており，類例の少 な い特異 な ものであ る 。

突帯の剥落した円筒胴部において，H l 9におけ る よ う な 刺突 孔を有す る ものがあ る 。 この刺

突 孔は先端の横断面形が一辺 5 mmの方形の原体で押圧 さ れており，円筒部の円周 上を 4 - 5 cm 

の 間 隔で施 さ れてい る 。 こ れは突帯の接着をよ く す る ためのエ夫と考 え られ る （ 図版8- 1)。

胴部内外面の調整は，ま ず，タ テあ る いは ナ ナ メ 上りのハ ケ メ を施し，こ の後に外面におい

ては ヨ コ 方向の第 2次的 な ハ ケ メ を施すのが普通であ る 。 内面においてはハ ケ メ 上にユ ビ ナ デ

を施してハ ケ メ を消してい る 場合もあ る 。 H 2- 4に明 瞭に認められ る よ う に，突帯のつ く 部

分の内 面 では横位のユ ビ ナ デが，それ以前のハ ケ メ を消してい る 。 こ れは，突 帯の貼りつけが
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第15 図 埴輪 の ハ ケ メ 拓影 1 1 )
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内 面のハ ケ メ 詞 整のあとに施 さ れたことを示す。 さ らにまた，H 7 , H 22, H 23のよ う に，横

位，縦位，斜位のユ ビ ナ デを意識的に施 し てハ ケ メ を消 し て し ま う 個 体もある。

外面の二次調整の横位のハ ケ メ が，これに先行する縦位のハ ケ メ を殆ど消 し て し ま う もの ( H

3 , H 21) , 半分程度残すもの ( H 4 , H 5 , H 23) , とともに横位のハ ケ メ の観察で き な いもの

( H 2) など がある。 また底部第 1段に横位のハ ケ メ を施す程度は H 6 · H 9 -- H 4 · H S

ー→ H 7 · H  8 の順に 多 く な る。

以上のよ う に，外面調 整においても，その手法に若干の相異 が認められることは，製作者の

人数 などを推定 し 得る手がか り と な り 得るが，さ らに それを物語るものは，内 外面の調 整に使

用 さ れたハ ケ メ 原体の バ ラ エ テ ィ である。

出土 し た破片の内 外面のハ ケ メ を比較 し たとこ ろ ，これまでに 5種類の原体が摘出で き てお

り ，う ち 3種類の原体が復 数の個 体 に 使用 さ れている。 また，同一個 体の埴輪においては内 外

面ともに同一原体を用 いて調 整する 点は一般的に認められることである。 5種類のハ ケ メ 原体

と，それが使用 さ れた個 体（破片） の記号を以下に列 挙することとする。 ハ ケ メ の拓影は第15図と

第16図とに示す が，以下の条 線密度は平均値で示す。

ハ ケ メ A 原体 （条線密度 8 本/cm) ; H 1 ,  H 4, H 7 , H 23, ヒ レ ( H 27) 〔 第15図 1� 3〕

ハ ケ メ B 原体 （条 線密 度 6本/cm) ; H 2 ,  H 5 ,  H 6 , H 9 ,  ピ レ ( H 24) [ 第15図 4� 7〕
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ハ ケ メ C 原体 （条線密度13本/cm) ; H 3 ,  H l 6, H l 9 ,  ヒ レ ( H 26) 〔第16図 8 - 9 〕

ハ ケ メ D 原体 （ 条線密度11本/cm) ; H 21, 〔第16図10〕

ハ ケ メ E 原体 （ 条線密度 5本/cm) ; H l 3 〔第16図11〕

な お，胎 土は，大部分が明褐色の基質に ア ズ キ色の ク サ リ 礫の微細片を合 んだ，乙 訓地方特

有のものである が，暗茶褐色 基質に角 閃石様の粒子を含 む破片 が数片あり，後者につ い ては今

後の検討を必要とする。

編年論的評価 以上に述べた観察結果の う ち，ヒ レ 付円筒 埴輪を有する点，外面の第二次

調整のハ ケ メ が横位をとること，円形の透孔を有する個 体のある点 などは，前期古墳の植輪の

中でも 新し い 様相を示して いる。 また横位のハ ケ メ が弥生土器の廉状文のご と く ，規則 的に短

＜ 断続するよ う な，中期古墳の埴輪に 多 く 認められるよ う な 技法を示 さ な いこと から，中期ま
( 1 )  

では下ら な い 。 このこと から，この技法は筆者の い う C 様式埴輪の範疇で把握してよ い もので

あり，前期古墳の円筒 埴輪の中では第 3番 目の新し い 相に位置づけ得るものと 言 え よ う 。

3 銅 鏃 （第17図，図版 9 - 1)

今回の調査による出土 品では な い が，薮内治作氏 が，1点の銅鏃を保管 さ れて い る。 これは

氏の談によれ ば，過去の調査の直後に後方部石室の付近の発掘の排土中 から採集したと い う 。

過去の調査においては，梅原氏ら が現地に赴 く 以前に銅鏡 など が石室内 からとり出 さ れて いた

と い う から， この際に石室 から不用 意に土とともにとり出 さ れたものとも 考 えられる。

銅 鏃は第17図ー 2に示すよ う に，全長10 。 2cm , 匁の形は柳葉形で 匁部 長 6. 7cm ,  刃幅 2. 4cm ,

厚 み 0. 5cm , 中央に細 い 隆起線をつ く り出し，その両側に凹 部をつ く る。 さらに基部には円錐台

形の箆を有し，これに長 さ 2. 5cmの茎がつ く 。

さ て，これと同形同 大のもの が， 3例あり，京都大学文学部保管の，長法寺付近の古墳発見

とするもの （第17図ー 1) ' と大 阪府松岳 山古墳出土品 （ 同 図 3 · 4) とである。 この う ち後者

の二つの遺跡例の相互の関係については，小林行雄氏が 「 両者は細部まで 一致し，おな じ鋳型

による製品 かと思 われる」 と述べて いる。( 2 1  

本例は，保存が良 好 な ために，長法寺例 や，松岳山例よりも 凹 部隆起線が シ ャ ー プであるし，

また匁部先の横断面形は，単純 な 菱形では な く ，中央線 が わ ず かに突出する などの特徴 がよ く

保存 さ れて いる。

し かし，以上の 4例を注意深 く 比較すると，中央の 凹 部の匙面取りが，中央隆起線を境にし

て，厳密に対称とは な ら な い 点まで 酷似する から，本例もまた同 一の鋳型で製作 さ れた も のと

考 え てよ い 。 ち な みに本例の重量は 50 gあり，保存状態のよ く 似た長法寺例と一致する。

ただし，鋳造後の研磨によ る 微妙 な 違 い も 認められる。 茎部分を 3併音の実体顕微鏡で観察す

ると本例は茎の主軸に直交する方向で， 9 面に分けて削る が，長法寺例は，わ ず かに斜めの方
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向で削 り 面数は1 2面と わ ずかに 多い。 また箆の円錐台形の下端部は本例は垂直に近いが， 長法

寺例は下細 り に削 る 。 松岳 山例は保存が良好で な いため ， 鋳造後の研磨の微妙 な 差異は議論で

き な い。

さ て， 以 上に長法寺例と記述して き た京都大学保管 資 料は， 長法寺付近の古墳採隼 品とい う

ものを山 村金三郎氏が京都大学に寄贈したものであ る 。 山 村氏の教示によれ ば， これは本古墳

の前方部の土 地所有者であ る 佐藤宰四郎氏から譲 り 受けたとい う 。 薮内氏保管品の採集時の経

緯と比較す る と ， 本古墳の出士 品 であ る 可能 性は極めて大 き い。

本例と同型 式の銅鏃は， いまのとこ ろ 以上の 4例のみ であ る が， 一般に大形の柳葉型銅鏃は，

古墳時代前期でも 新しい段 階で出現す る ことを考 え れ ば， この資 料もまた本古墳の 年 代を通説

よ り は下 げて理解す る 根拠と な ろ う 。

4 その他の遺物

本古墳と直接に関係し な い遺物として， 墳丘築成以前の石器剥 片 1 と， 古墳以後の中 世の瓦

および瓦器の破片が若干あ る 。 石器剥 片は， 西側 ク ビ レ 部裾の二次堆積士 中にあ っ たもので ，

盛土 中に含まれていたものと考 えられ る 。 風 化によ る パ テ ィ ナが認められ る ことから先縄文時

代の剥片の可能性があ り ， この時期の遺物が， この丘陵項部に存在したことを示してい る 。

中 世の瓦は丸瓦片 1 , 平瓦片 l で布 日 圧痕を有す る が， 小片のため 年代を決めがたい。 瓦器

は碗形態で ， 高台の断面が三角 形を呈す る 点， 年代 的に若干新し く ， 鎌倉 期のものとすべ き で

あ ろ う か。

注1 ) 都出比呂志「賄輪編 年と 前期古墳の新 古」 （小野山節編 『 王陵の比較研究』） 1 981 年
2 ) 小林行雄 『松岳山 古墳の調査』 （ 『大阪府 文化財 調査穀告 書』 第 5 集） 1 95 7年 P .  39 



第 4 章 長法寺南原古墳 と 今里大塚古墳 の 石 材調査

1 古墳と その同 辺の地形と地 質

長法寺南原古墳と今里大塚古墳は， 京都盆地の南西部の 丘陵と段丘上に位 置する。 長法寺南

原古墳は， 標 高 145m 前後の丘陵の項部にあ り ， 東方の見通し が良い。古墳直下には， 大阪層

群と呼ばれる新生代第 4紀更新統の未 固結の 砂層 が分布していること が ， 古墳直下の露頭で観

察 さ れる。 そ の 年 代は， 約 1 0 0万 年前である。古墳から東の長法寺の集落までは， 断層によ り

と う 曲し た 砂 ・ 礫 • 枯土層 から成る大阪層 群 が分布する。 更に古墳の 5 m 下方と西方には， お

よ そ 1 億 年 な いしは それ以上古い丹波層 群と呼ばれる古 • 中生層 が分布する。

今里大塚古墳は， 長法寺南原古墳の約 1 km東にあ り ， 標高 30m 前後の段丘上にある。 この段

丘は， 未 固結の砂礫層 から な る低 ～中位段丘に相 当し ， その 年代は数万 年前と推定 さ れる。

2 長法寺南原古墳の石 材

石 室 の石材 竪 穴 式石室の天井石に使用 さ れ た石材は11個 で ， 岩石名としては， や や 熱変

成を受けた石灰岩 ， 砂岩 ， チ ャ ー ト ， 頁岩 ～ 帖板岩 である。 その円磨度は 0. 2- 0. 6に わ た り ，

角 ば っ た ものから比較的丸いものまである。 その大 き さ は， 天井石の平 面 図に 示 さ れてお り

（第 8 図） ， その重量は， 30- 60 0kg程度である。

壁体石としては， 砂岩 ・ 緑色 岩 類 が 多 く ， 玲岩 ・ チ ャ ー ト ・ 半花岡岩 ・ 脈石英 がみられる。

砂岩は， 50 0 g - 1 3kgの重量の範 囲内にあ り ， 円磨度は， 0. 1 - 0. 2の角 ば っ た も の が ほと んどで ，

ご く まれに 0. 6の比較的丸いもの が みられる。 緑色岩類は， 30 0 g - 1 6kgの範 囲内にあ り ， 円磨

度は， 0. 1 - 0. 5の範 囲にある。 なお， 緑色岩の円磨度の 0. 3- 0. 5のものは， よ く 観察すると王

ね ぎ状風化であること が明らかである。

排水溝の石材 排水溝の石材は， 第18 図に示すよ う に緑色岩 類 が最も 多 く ， 次いで チ ャ ー

ト • 砂岩であ り ， まれに頁岩 ～ 枯板岩 ・ 玲岩 がみられる。 これらの石材は， 50 g - 2 kg程度の

握 り こぶし ぐらいのものが 多 く 使用 さ れている。 円磨度は， 緑色 岩類の場合は壁体石と同じ で

あ り ， チ ャ ー ト においては 0. 5- 0. 7と 丸いもの が ほと んどであ り ， 砂岩は 0. 1 - 0. 3と角 ば っ て

いる。 ま た ， チ ャ ー ト は， 表 面 が漂 白 化し たもの が比較的に 多い。

古墳 の石室 に使用 し た石材 の産地 排水溝の石材の チ ャ ー ト の ほと んどは， 円礫でしかも

漂 白 化 が見られることから， 古墳から東の数百 m 以内の大阪層 群の Ma 6の上位の約 50万 年前

の砂礫層 中から採取し たと考 えられる。 大阪層 群中の砂岩は， 風化度 が強 く て手で握るとつぶ

れる く らいのもの がこの付近では 多いので ほと んど使 用 さ れてい な い。 緑色岩 類は， 古墳直下
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30 長法寺南原古墳 の 石 材
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第18 図 排 水溝の石材分布図



とす ぐ 北側および西側の 2 0 0 m 程度の所 に 分

布する丹波層 群の緑色 岩 類の岩 石の組織 が非

常 によ く 似ており， 急斜面 に 崩 落した岩 石 を

採取したと考 え ら れる。 砂岩 ・ 頁岩～ 枯板岩

も ， 緑色岩 類の採取地付 近と考 え ら れる。

天井石 に つい ては， 石灰岩は， 平べ っ た ＜

て大 き く ， し かも 円磨 が比較的 に 良 い 。 本古

墳の 5 0 0m 南の小 泉 川の支谷の大原古墳群の

付近 に 石灰岩 が 多 く 堆積しており， この付近

か ら 採取した も のと考 え ら れる。 砂岩 ・ チ ャ
ー ト ・ 頁岩～ 粘板岩も 第2 0 図の A 地域 にしめ
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第19図 今里大塚 古墳 （ 京 都府 教育委員会 『埋蔵
文化財発掘調査概要』1968 年による）

す所 に同じ 性 質のもの が み ら れるので， この付近 か ら 採取 さ れたと考 え ら れる。

3 今里大塚古墳の石 材

今里大塚古墳 （ 第19 図） の横穴 式石室の石材は， 今まで チ ャ ー ト と考 え ら れて い た が， 今回

の調査で， 天井石と石室内の石材は， 全て緑色 岩 類で あ ること が 明 ら か にな っ た。 し かも ， い

わ ゆる集塊岩状を なしており， この産状を 示す緑色 岩 類は， 今回の調査で， 第2 0 図の B 地域の

み にし か産出せず ， し かも その分布地の急斜面上 には， 全 く 同じ もの が崩 落して巨石 を なして

存在すること が発見 さ れる。 巨 石 を ここ か ら 採取して， 修羅等で運搬したものと考 え ら れる。

（橋本清一）

凡例
A 長法寺南原古墳の石

室天井石の 石材産地 ？ 
今里大塚古墳の横穴 [ 
式石室の石材産地

, C沿渇論紐Cf!l 'W函叫貿ん環バ

第20図 長法寺南原古墳と今里大塚 古墳の
石室使用 石材の産地と運｝般 ル ー ト



第 5 章 公
じ命 括

墳丘の形状，石室，排水溝などの遺構，そしてまた，埴輪 や銅 鏃などの遺物 に つ い ては以上

の各章 に お い て，総括的な叙述をおこなって いるので，あ ら ためて繰り返 さ な い が，本古墳 が

葺 石を持たな い 前方後方墳で，その規模も 全長 60 m と判 明したこと ，石室の墓壊の型式 が 乙 訓

地方の他の前期古墳と類似する可能性のあること，出土の埴輪や銅鏃が，前期古墳の中 で も ，

新し い段階の特徴を示す点など が解 明 さ れ，この古墳の 年 代 や性格をめ ぐ る通説的な理解 に 変

更を迫る知 見を得た。

このこと が，乙 訓地域や山城地域の古墳時代前期の首 長系 譜の分析作業 に 影響する点は大 き
I l l  

い が，さ ら に 本古墳の東側 に 別 に 2基の古墳の存在すること が今回 の調査中 に判 明した。

本古墳の東 に 接する土地の所有者である藤下清一郎氏の教示 によれ ば，第 2次大戦前，本墳

の立地する丘陵の東斜面を開墾 中 に 「壺の中 に 勾王が多数入った」 ものを発見し，こ れ に伴っ

て 「直径10cm ぐ ら いの銅鏡」 があったと い う 。 石室の存在を示すよ う な話はな いので，粘土 樵

か木棺直葬かと考 え ら れる。 勾 玉が灰色をして いたと い う 氏の記憶を尊重すれ ば，滑石製勾玉

の可能性も あり，壺なるものは植製合子か とも 想像 さ れる が，これ ら の遺物は，届 出た警察 署

で その後散逸したと い う 。

さ ら に，この地 点の東 100 m に 植輪を出土する場所 があると い う 。 氏の御案内を得て，その

地点を調べたとこ ろ ，円筒埴輪の小片を確認し た 。 小破片のため 年代的 に 確定的なことは言 え

な い が，突 帯の特徴などか ら 前期末 ～ 中期初期のものと考 え 得る。 この地 点も 竹の子の栽培 に

よって地形の変形は著し いので，発掘 によるのでな けれ ば墳形などは決め がた い が，重要な発

見である。 以上の 2古墳の立地 点は第 2 図 2 · 3 に示す。

以上の新し い 知 見は，学術調査 によるものではな い が，本古墳の被葬者の後 裔 が，この丘陵

の東側 斜面 に古墳を継起的 に 造営した可能性を示すものとすれ ば，この北の地域の粟生の カ ラ

ネ ガ岳 2号墳ある いは平野部 に 立地する今里車塚古墳などとの関 係 があ ら ためて 問 題とな ろ う 。

本墳の東側 斜面の遺跡調査の必要性をここで 喚起してお ぎ た い 。

また，南原古墳 に 関する 今回の調査は，墳形の確認を 目 的として ト レ ン チ や崖 面 の 浙面の観

察を中 心とした小規模のものであるため，いまなお確定的でな い 点 がある。 墳丘裾 が面的 に 把

握し得る と 考 え ら れる東側 ク ビ レ 部の平面的調査と賄輪列の追求，石室構造の解明と保存整備

など，残 さ れた課題は 多 い が，現段 階の調査成果の報告 に つ いては，ここで，ひとまず筆をお

く こととした い 。

注1 ) 都出比呂志 「 古墳時代」 『 向 日市史』 上 巻 19 83年， PP. 1 5 2- 1 5 8 . 
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第 2 部 長 岡 京跡調査概要



第 1 章 長 岡 京跡右京第94次 ( 7 A N Q U D 地区） 調査概要

は じ め に

1 本書は 、 19 82 年4 月17 日 か ら 5 月29 日 ま で、 長岡 京市久貝二丁 目211 他 に お い て実 施 し た

発掘調査 に 関 す る も の で あ る 。

2 当 調査 は 、 宅地開発 に 伴 う も の で あ る 。 調査費用 は 原 因 者 負 担 に よ っ た が、 長岡 京期の 建

物跡や柵 列 及 び、 木簡等の 発見 が あ り 、 ま た 現在 ま で に 行 わ れ た 長岡 京発掘調査の う ち 、

遺構 、 遺物の 確認 さ れ た 最南端 に あ た る 貴重 な 調査と な つ た た め 、 一部 は 国庫補助金 を

あ て て 調査 し た も の で あ る 。

3 遺物整理 ・ 実測 は 、 小塩礼子、 木村美智代 が、 遺構図面整理、 遺構 ・ 遺物の トレー ス は 、

白 川 成 明 、 渡 口 忠、 小 泉 陽、 宮崎茂夫 が主 に 担当 し た 。 編集 は 岩 崎誠 が行 っ た 。

4 本報告は 、 岩崎誠が執筆 し た 。

5 現地調査 は 、 長岡 京市教育委員 会社会教育課噸託岩崎誠が担当 し た 。 調査 に 当 つ て は 、 地

元住民の 方 々 は じ め 、 諸大学学生諸君の 協 力 を 得 た 。

第24図 発掘調査位置 図
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42 調査経過 ・ 調査概要

2 調査経過 ・ 調査概要 （ 図版10� 11)

本調査地は 、 緩扇状地性低地 に あ り 、 右京39 次 (7 A N Q M K地区） 調査地の 南に 隣接 し て

い る 。 右京39 次調査 で は 、 先土盟時代 ナ イ フ 形石器文化期、 弥生時代 中期前葉、古墳時代 中期

後 半 、平安 時代 中期の 各時期の 遺物や 遺構 が発見 さ れ た 。 長岡京 に つ い て も 、 西ー坊第二小 路
( 2  I 

東側溝 と 思 わ れ る 溝が確認 さ れ て い る 。 本調査地 は ， こ の よ う な 成 果 を あ げ た 上記調査地の 南

に 隣接 し て お り 、 長岡 京 は も と よ り 、 弥生 、平安時代 を 中 心とす る 南栗ケ塚遺跡の 範 囲確認 を

も 調査 目 的と し た 。

本調査 で は 、 開発対象地 が東と西 に 2 分 さ れ て お り 、 そ れ ぞれの 対 象地 に 各 々 、 調査トレン

チ を 設定 し た 。 東側 の トレンチ を 第 1 トレンチ、 西側のトレンチ を 第 2 トレンチ と し て 、 調査

を 開 始 し た （ 第24 図） 。

第 1 トレンチで は 、 耕

作士 直下 で黄褐色砂礫又

は 黄褐色砂質土の 無遺物

地山層 に な る 。 トレンチ

は 、 南方 向 に 低 く な つ て

い き 、 耕作土と地山層の

間 に 中世包含層 が現 わ れ

る 。 黄褐色砂礫 （砂質土）

層 も 南方へ薄 く な り 、 そ

の 下層 に あ る 青褐色の 砂

礫層 が地山層と な る 。

検 出 遺構 に は 、 掘立柱

建物 ( S B 9401 · 02 ) と

朴冊ダり ( S A 9403 ) が あ る

1 .  耕作土
2 .  黄褐色砂質土
3 .  淡茶灰色砂質土
4 .  淡灰褐色砂質土
5 .  淡茶掲色砂質土
6 . 黒灰色粘質土 （礫混 り ）

Y :-27,267 
I 

Y:-27, 262 
I 

Y =- 2 7, 2 5 7  
I 

Y :-27, 2 52 

第25図 第 2 ト レ ン チ遺構配置 図

8 .  淡卵 黄色粘質土
9 .  暗黒色粘質土 （古墳包含層）
1 0 .  褐 色砂土 （弥生包含層）
1 1 .  淡茶灰色砂土
1 2 .  灰褐 色砂土
1 3 .  灰色砂土

7 . 黒色粘質土 （長岡京包含層 ） 1 4 . 淡灰色砂土

゜ 2m 

第26図 第 2 ト レ ン チ 南断面 図

-x=-120,041 

-X=-1 20,852 

�x=-1 20,as1 

-x=-1 20,as2 

-xcー120,86 7
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が、 いずれも 、 地山層（黄褐色砂礫 • 砂質土、 青

褐色砂礫土） の上面で検出 された（第 27 · 28 図） 。

第 2 ト レ ン チ で は 、 耕土直下に青褐色砂礫土

が北部 で確認で ぎ たが、 南部 で は 、 河J I I S D 94

08の堆積層が厚 く 、 弥生 から鎌倉時代に わたる

遺物包含層が確認 さ れた（第 25 · 26図） 。

Y = - 2 7, 228 
I 

Y = - 2 7, 2 2 3  
I 

認。
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汀
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こ
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- X=- 1 2 0, 8 3 2  

� xニ-1 2 0, 8 3 7

- X=-1 2 0, 8 4 2  

� x= - 1 2 0,e s 2  

-x=- 1 2 0,a s 1  

-x=- 1 2 0,as 2 

�)(=- 1 2 0,867  
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第 2 7閃 第 l ト レ ン チ 遺構配置 図
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- 7 

- X= - 1 2 0 , 857 
c - ― り̀

I I 
"- - '  " 

I .  暗褐色粘闘土
, .  暗褐色粘質士 （黄色混 り ）
3 .  暗灰椙色粘質土
4 .  暗灰褐色粘質土 I 礫混 り ）
5 . 暗灰褐色粘土 （黄色混 り ）
, .  黄褐色緑層
7 曹 暗灰褐色粘土
B .  暗褐色粘土
9 .  黄灰褐色砂質土
I O .  暗灰褐色砂質土
几 暗灰色砂質土
1 2 .  暗褐色砂質士 （灰色混 り ）
1 3 .  淡灰色砂質土
1 4 .  暗灰色粘質土
1 5 .  暗灰色砂賃土 （黄色混 り ）
1 6 .  灰褐色砂質土
1 7 .  黄灰褐色砂II土
1 8 .  茶灰褐色砂質土
1 9 .  茶褐色粘質土
20. 暗茶灰褐色粘質土
2 1 . 暗茶褐色粘質土
22.  暗灰茶色粘質土
23.  黄灰褐色砂質土 （暗褐色湿 り ）
24 . 暗灰褐色粘質土 （黄色混 り ）
25 .  黄操色砂質土
"· 暗灰黄褐色砂関礫混 り 土
27 . 暗操色砂質土
28.  黄灰暗褐色砂質土
29 . 暗黒灰褐色粘質土
30. 暗灰茶褐色粘質土
3 1 .  黄灰暗茶色砂関土
32. 暗灰黄茶色粘質土
33. 暗黒褐色粘貿土
34 . 淡灰褐色砂質土
35. 白 灰色粘質土
36 . 灰色砂質土
37. 黒色粘貨土
38. 暗灰色粘質土 （黄色混 り ）
3 9 .  暗黒茶褐色粘質士

r 
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掘立柱建物 S B 9401 · S B 9402実測 図

構

掘 立柱建物 S B 9401 • 

S B 9402 (第 29図）

いずれも、 第 1ト レ ン

チか ら 検出 さ れ た 東西方

向の建物跡である。 こ れ

ら の検 出 さ れ た 位買は、

条坊復 元の単純割り付け

では、 八条第一小跨北側

溝推定位置にあ た る。 s
 

B 9401は S B 940 2より古

し ヽ が、 さ ほ どの時期差は

ない（ 図版10―( 3 ))。

柵列 S A 9403 (第 30図）

Yニー27,228
I 

L 向

ー／
／
＼
T

第30 図

Yニー27223I 
1 淡腎灰色砂礫 （粘

土混 り ）
2 . 暗茶灰色粘土
3 . 暗茶灰色粘質土 I

砂線混 り ）
4 .  暗灰褐 色砂貿土
5 .  淡黄灰色砂礫土 I

粘土混 り ）
6 . 暗灰色砂質土
7 . 暗褐色砂質土
8 . 淡灰色砂賃土
9 .  暗褐色粘質土 （黄

色混 り ）

-xニー120,867

- L 

'゚' '""""'"''""' """' "''""""""'""''''""'' 
2m 

柵 列 S A 9403実測 図

第 l ト レ ン チか ら 検出 さ れた東西方向の柵 列である。 条坊復 元の単純割り付け では、 八条第

ー小路路上にあ た る。 S B 9401 · 0 2との配置関係か ら 、 ほ ぼ同 時期の計 画 的 施設 であ ろ う 。



第 l 章 長 岡 京跡右京第94次調査 45

付表 2 右京第 94次調査検 出 遣構観察表

迎 構 名 H寺/\ · I生f各 I 夫見 模

第 1 ト レ ン チ
S B 9401 

" I
� 戸土

1 ii -i��; I ��1I:;�:!!Ii�; �'/ ;��;"' j ;j; 言�
柱 間 は S B 9402 と 等 し
く 方 向 も 同 じ 。
東酋棟 。

p 2 

P 3  

p 4 

p 5 
' .. ―. 

’’ 

P 6  

p 7 

p 8 

東西 60cm 
南北 60cm 
深 さ 15cm 
東西 so+«cm 
南北 56cm 
深 さ 18cm 

隅 の 丸 い 五角 形
柱痕不明

四 隅 の 丸 い 方 形
柱痕イ叫

な し

片ヽJ
 
＇

 ｝
 

器

器
器
土

師
恵
塩

七
須
製

東西 76cm 円形
南北 64cm 柱痕の直径18cm 深 さ 25cm
深 さ 25cm 
東西 40cm 四 隅 の 丸 い 不整台形
南北 25- 40cm 柱 痕 の 直 径 12cm 深 さ 20cm
深 さ 20cm 
東西 70cm 円 形
南北 70cm 柱根 を 残 す 柱恨最大径 10cm
深 さ 30cm 柱根残存 高 20cm

ヽ ←● 一← .. . 

東西 60cm 円形
南北 50cm 柱痕不明
深 さ 50cm 
東西 74cm □ 形
南北 82cm 柱炭の直径20cm 深 さ 20cm
深 さ 25cm 

土 師器小片

須恵器壺f本部片
土 師器婉皿類小 片
黒色土 器小 片

須恵器壺1本 部 片
― • • •  —+-- - - - -一 •一＿＿ ＿ ． ヽ― - -

-1: 師器勢f本 部 小 片

な し
戸 一 ー ．． ．． ．． ． ． ．．

第 1 ト レ ン チ 長 i品］ 京時代 I + と し て 方形掘 り 方柱穴 か ら な る
S B 9402 掘立柱建物 梁行 2 間 梁行 1 間 約 210cm 南北

桁 行 3 間 以 上 桁行 1 間 約 210cm東西
N - 1" - E 

P 1 I 東西 60cm 四 隅 が丸 い 台 形状
同 上 の柱穴 南北 50-60cm 柱痕の直径20cm 深 さ 20cm

深 さ 40cm 柱 痕 ぱ掘 り 方 南西 隅 に よ る
土 師器小 片

□[
 

”
-
”

 

ロ

[

P 4  

p 5 

四 隅 が丸 い 長 方 形
柱根 を 残 す 柱根最大径 5 cm 
柱根残存高10cm
四 隅 が 丸 い 方 形
柱 痕 は 検 出 困 難

な し

土 師器甕休部片

叫西 50-64cm 四 隅 が丸 い 不定 台 形

閂誓 悶こ58cm I !i鷹 謡 悶こ 恨跨 か 2 ケ 所残 る 。

東西 約50cm 四 隅 が 丸 い 方形 を 示す
I幸i」t 糸勺50cm

な

な

し

し

p 1 は S B 9401 - P  1 
埋士 を 削 っ て 掘 ら れ る
P l P 3 P 4 に埋土 の
異 な る 掘 り 方 を 2 ケ 所
づつ確認 建 て 替 え の
可能性 あ り 。
柱 間 は 、 S B 9401 と
し く 、 方 向 も 伺 じ で
る こ と か ら 、 さ ほ と
期差 は な い と 考 え る 。
束 西棟

擁壁上事 に伴 う 立 会訓
査 で確認

第 1 ト レ ン チ 長 岡 京時代 全 て 方形掘 り 方
S A 9403 掘立柱柵列 東西 2 間 以 卜' 1 間 約 240cm N - 1' - E 

P 1 I I 患西 50cm QL/ 隅 が丸 い 方形
同I:の柱穴 南北 40 -SOcm 柱痕直径20cm 深 さ 30cm

深 さ 25- 30cm 
p 2 

p 3 

束西 50cm 四 隅 が丸 い 力 形
,, I 南北 50cm 柱痕直径20cm 深 さ 25cm

深 さ 20 - 25cm 
" "  " 

東西 58cm I [Jし］ 隅 が 丸 い 方 形
,, I 南北 50cm 柱痕直径20cm 深 さ 25cm

深 さ 20 - 25cm 

p 1 の真北約 5 50cm の
位 阻 に S B 9402 の 南 東

須恵器坪蓋 （ 第 31 図 9 ) I 柱穴 ( P 3 ) が あ り 当
柵列 と の 計 画 的 配 囲 を

土 師 器小 片 暗ホ し て い る 。
l 間 当 り が S B 9401 、
S B 9402 の 両 方 よ り 約
30cm長 い 。

士 師群小片 建物の可能性 も あ る か
こ れ よ り 南 が第 2 ト レ

ば胃各!片 ·� fJ!ii叫旦は11 位 [

口面；詞、f代 主 と し て 方形掘 り 方 真 南 北
S A 9404 掘 立 柱 柵 列 束西 2 間 l 閉 180 cm

p 3 

P 1 I I 東西 40cm 随 円 形
同 上 の柱穴 南北 32cm I 杵瓶不明

深 さ 10cm 
P 2 I I 束西 50-58cm 四 隅 の 丸 い 方 形

＇， 南北 60cm 柱痕イ澗I
深 さ 16cm 
東西 80cm 

I
四 隅 の 丸 い 方 形

,, I 南北 80cm 柱狼不明
深 さ 10-20cm 

な し

遠物 の 出 土 が な く 、 時
期 を 決 め か ね る が、 方

- 1 向 か ら 、 1 ト レ 検 出 の
建物柵列 と 同 時期 と 考
え て い る 。
東 西方 向 。

な し

な し

第 2 ト レ ン チ 弥生 ～ 長 岡 弥生 ・ 古墳 • 長 岡 京各時代 の 河川 の 北 弥生 t 器 （ 第 31図12) 堆積恩 を 弥生 ・ 古墳 ・
S D 9405 河川流路 幅 1700cm以 上 河岸付近 で 、 な だ ら か に 南 方 へ深 く な 古墳時代 須忠器 ( 「ci] 図 長 岡 京 • 平 安 各 時 代 の

検 出 長 2400cm る 。 ；定 ん だ状態 て の 堆積層 で 、 炭 化 木 4- 6 ) 長 岡 点時代1 師 遺物包含層 に 分 け ら れ
深 さ 40 -50cm 木 葉 、 小 枝 や す 木 の根株 も み ら れ る 。 器 （ 同 図 14 · 15 ) 須恵 る が、 堆積年代 を 示 す

器 （ 同 図 8 · 13 ) 木 簡 か 否 か は 不 明 。
（ 同 図 17 ) 等 _ - - - 一— ー・・

第 2 ト レ ン チ 長 岡 点時代
S K 9406 土 城' I 60cm四方深 さ5cm I 四 角 い 形状 を な す

須恵器 （ 第 31 図 7- 11)

第 2 ト レ ン チ l 弥 生 ～ 長 岡
S D 9407 河I l l 流跨

- -

輻60cm以 上 S D 9405 よ り 極端 に 南 方へ深 ま る 堆f責 i 須恵器 （ 第 31 図12) 士 1 S D 9405 と 一連 の 河I l l
深 さ 20cm以 上 上 は S D 9405 と 酷似 師器小片 流跨 か 、 よ り 新 し い 。
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7 - 1 9 .  長岡京時代 遺物
20- 2 1 . 23 . 平安時代遺物
22 . 24- 26 . 鎌倉時代 遺物

第31 図 第 1 第 2 ト レ ン チ 出上遺物実測 図
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付表 3 右京 第94 次調 査 出 土遺物観察表

手 法 の 特

器

須

恵

器

出

ぷ＇

r

土

土
師
器

恵

器

土

師

器

12 .  
5 

1 2 .  s I 6 I i本部 は ゆ る や か に 斜 め 1こ 1位部外面 ナ デ I 密
長 石 粒 ， 銀雲
母， 赤 色斑粒

'; ' ; �\��i□7

音

ら

：力ふ E三
と も

ロロ：グ;!:,�

' . ' 
内 外面 と も ロ ク ロ ナ テ

臼
灰
色
ー

灰
色

•
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る 。

� 一

1 7 I 墨 害 面 は ， 刀 了ー に よ る 削 り 跡 を 9月 瞭 に 残 す 。 数 度 に わ た っ て 使用さ れ た の か ，

側 面 か 上部 近 く で 閑 く ， 端部 近 く で厚 く な る 。 上部 は 欠 損。



48 ま と め

4 ま と め

南栗ケ原遺跡に つ い て

平安時代と弥生時代を中心とする南栗 ケ 塚遺跡 が、 当 地周辺に所在する こ とは、 右京 39次調

査におい て 明ら かと な った。 本調査は、 ひとつには、 この範囲の確認と性格追求を行 う 目 的 が

あ った。 第 2 ト レ ン チの河川 S D 940 5堆積層におい て 、 弥生時代 、 古墳時代 、 長岡京時代 、 平

安 、 鎌倉時代の各時期単純包含層 が確認 さ れた こ とは、 先にも ふれたと こ ろ で あ る。 こ れを そ

のまま、 各時期の堆積層と考 え るには、 調査面積 が狭 く 、 当 調査位置より南の調 査 が必要と思

わ れる。 現時点 では、 一応、 各層 出 士遺物 が堆積時期を反 映し ていると考 え ている。 とすると 、

河川 S D 940 5と南栗 ケ 塚遺跡の関係が問題と な る。

まず、 弥生 時代におい ては、 本発 掘地点の北接地には、 弥生時代中期前葉の方形周溝墓群 が

検 出 さ れ ており、 墓域 で あ った こ と が知られ ているが、 立地環境 からみ て 、 集落中心部 は 北方 、

又は河川 S D 940 5対岸に堆定 さ れる。

また、 右京 39次調査において 、 南栗ケ 塚古墳 が検出 さ れている。 五世紀後半の須恵質埴輪を

も つ 方墳 で あ った が、 固溝のみ が残り、 封土は確認 さ れ な か った。 当 調査では、 こ れに 関する

遺構等、 古墳時代の遺構は みられ な か った。 注 目 を集めたのは、 初期須恵器の発見 で あ る。 陶
I 3 J  

邑編 年 では T K 73型式に比定 で き 、 近在する恵解 山 古墳と南栗ケ 塚遺跡との中間 的 時期 もし く

は、 恵解 山 古墳築造 時期と思 われる。

また、 右京 39次調査では、 13世紀の瓦 器碗等 が土墟 から出士し、 ト レ ンチ 外 から 白 磁碗 が発

見 さ れて いる。 し かし、 今回の調査からは、 河川 S D 9408 堆積土の中世包含層 から 、 平安時代

遺物と鎌倉時代の遺物が混 じ つ て 出 土する状況で あり、 遺構は確認で き な か った。

長岡京時代 に つ い て

長岡京に関する遺構は、 溝 S D 39 0 4が、 右京 39次調査で検出 さ れ、 長岡京西ー坊第二小路東

側溝に推定 さ れた。 本調査の第 1ト レ ンチ では、 この溝の延長上 (Y 軸） より東に約 8 mの位

置 に 、 掘立柱建物 S B 940 2や柵列 S A 940 3が検 出 さ れた。 柵列や建物は、 計画的に設置せられ

て いる点 で、 興味か持たれる。 し かし、 右京八条ー坊九町の宅地割りを見るには 、 調査面積 が

せま く 、 付近の調査を待 ち たい。 尚 、 当 調査地出上遺物は、 第 31 図と付表 3に ゆだねたい。

注1 ) 現地調査には、 以下の方 々 に協 力 を得た。

岩 崎 又男 田 中 寅吉 平木琳ー 今井幸子 岡田 裕子 岡田 義人 北 村 浩之 小 泉 陽

佐藤善久 白 川 成 明 辻林磨宏 中 村 康典 波多野徹 伏見茂 渡 口 忠 見 目 と も 子

安達美穂 西 村 良子

2 ) 岩 崎 誠 「長岡京跡右 京 第39次 ( 7 A N Q M K地区） 調査概要」 （長岡京市教育委員会

『長岡京市文化財調査報告 書 第 11冊 ( 1983) 』 昭和 5 8 年 3月 ）

3) 田 辺昭三 『須恵器大成』角川 書店昭和 5 6年



第 2 章 長 岡 京跡右京 第 1 1 9 次 ( 7 AN K S N - 2 地 区 ） 調査概要

l は じ め に

1 本報告 は， 1983年 1月 5 日 から 3月10 日 まで， 長岡京市長岡二 J
―
目434 � 1 において実施

した長岡扇跡右京五条二坊 十 五 町の発掘調査に 関 するものである。

2 本調査 は， 調査地固辺で実施した小規模 開発工事に伴う立会調査に おいて， 掘立柱建物の

柱穴を数 ケ 所で確認したため， これらの遺構 ， 遺物の確認 と 南約150mの地点 で 検 出 し た 開 田

城 ノ 内遺跡の広 が り を追 求 す ることを目的 とした発掘調査である。

3 調査 は， 長岡京市教育委員 会 か主体とな り ， 国庫補助金を使 用して実施した。 現地調査 は

長岡京市教育委員 会社会教育課文化財係中尾秀正 が担当し ， 調査参加者として， 竜 谷 大 学 院
( 1 )  

生績伸一 郎氏を はじめ諸 大 学 学生諸氏 ， 地元住民の皆 さ んに 協 力を得た。

4 詞査実施にあた り ， 土地所有者である塚 田 佐一 郎氏を はじめ ， 長岡つ り 具店 ほか近隣住民

の方々に は種々の 御協 力を得た。 また ， 調査中に は， （ 財）京都府埋蔵文化財調査研究 セ ン

タ ー 理事長福山敏 男氏 ・ 京都文教短期大 学教授中山修 一 氏 等から御指導， 御援助をいただい

た。

5 調査の結果について は， 来年度以降に 予定している遺物整理 ， 実測 の終 了 を まって本報告

す る。 今回 はと り あ え す ， 調査概要に ついて略述し， 写真 • 平面図を掲載 す るにとどめた。

fl - �  点
ー

第32 図 発掘調査地位渥 図

�49� 
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2 調 査 概 要

調査 ト レ ン チ は， 西二坊大路と五 条第一小路 に沿って， 幅 7 m で東西21 m· 南北28. 5 m の L

字型の ト レ． ン チを設定し， 東西 ト レ ン チ・ 南北 ト レ ン チをそれ ぞれ， A ト レンチ・ B ト レ ン チ

と名付 け た。 調査が進む につれて， A ト レ ン チで掘立柱建物の柱穴群を検出したため， ト レ ン

チを南 に幅 4 m 拡張した。

調査の結果， 地表下約30c mの床土直下で同一平面 に おいて， 奈 良時代 ～平安時代の掘立柱建

物 7 棟， 柵列 4 列， 土 渡 l 基などが検出 さ れた。

奈良時代の遺構 は， 掘立柱建物S B 1 1903· S B 1 1909· S B 1 1910· S B 1 1912· S B 1 1919 

の 5 棟と柵列S A l l916, 溝S D 1 1908· S D 1 192 1 の 2 条， 他 に 多数の ピ ッ ト 群 かある。 掘立柱

建物群 は， 柱の重複関 係 や棟方向から 3 期 に分 けられる。 これらの遺構から は， 奈 良時代後期

の様相をもつ須 恵器・ 士 師器や製塩土器などが出士している。 特 に ， 建物S B 1 1903 とそれ を

建て直した建物S B 1 1919 は， 3 間 X 3 間の総柱建物で倉庫と 思わ れる。 これらの建物 は， 乙

訓地域でい ま まで に 検出した奈 良時代の倉庫のうち最大の規模で， その建物の性格が注目 さ れ

る。

また， 長岡京・ 平安時代の遺構 は， 掘立柱建物S B 1 191 1· S B 1 1913 の 2 棟， 柵列S A 1 191 5 

· S A 1 1917· S A 11918の 3 列， 士 壊SK l l902 の他 に 多数の ピ ッ ト 群 かある。 これらの遺 構

もその重複 関係や棟方 向から 3 期 に 分 けられる。 特 に， 土拡S K 1 1902 から は， 長岡京時代 と

思われる土 師器 ・ 須 恵器・ 製塩土 器・ 丸瓦などが多量 に出土しており， 当 時の ゴ ミ を廃 棄した

土器溜りと息われる。

以上の遺構のほか に ， 瓦器の細片を含む ピ ッ ト や近世以 降の溝S D 1 190 1 など か検出 さ れて

いる。 また， 注目 さ れる遺構として， A ト レ ン チ東南隅で検出 さ れた製塩士 器片を多数 合む ピ

ソ ト がある。 製塩土器の製作技法 はすぺて粘士紐の積上げ に よるものである。 付 近の遺構や遺

物 包含層からも， 多数の製塩土器が出土しているため， 検出した建物群などの性格を検討して

いく上で貴重な資料とな ろう。

出土遺物 は， 弥生時代後期から近世以 降の各時代のもの かある。 主なもの は， 奈 良時代後期

から平安時代初頭 までの土 師器・ 須 恵器 • 製塩士器などである。 他 に 少量で はあるが， 龍泉系

の青磁碗・ 瓦器片 か出土している。

以上のよう に ， 今 回の調査で は， 奈良時代後期から平安時代初頭 に か け ての遺構が 多く検出

さ れ， 乙訓地域 に お け る長岡京時代前後の状況を明らか にしていく上で貴重な成果をお さ める

ことができた。 本報告 について は， 後日明らか にしてい ぎ たい。 （中尾秀正）

注 1 ) 調査 に 参加 し て い た だ い た 方 は， 次の と お り で あ る 。

調査補助員 績伸 一郎 ・ 上野正 一 ・ 中 江慶 • 八 木信介
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調 査 作 業員 天野菊次郎 • 生島幸男 ・ 中小路徳造 ・ 橋本健一 • 松 田 保 ・ 村上藤一 ・

山 内芳治 • 吉田藤三郎 • 吉 田 角 太郎 • 吉田保定 • 今井幸子 ・ 中 沢 ナ ッ

子 ・ 前 川 秀子 ．． 桝田 キ ミ 江

整理員 朝倉茂美 ・ 太 田 延子 ・ 秦麗子 ・ 牧野 ゆ か り

付表 4 右京第1 1 9 次調査お も な 検 出 遺構一覧表

規
遺 構 名

間 数
東西 南北

建物 S B 11903 3 X 3  
＇ ｀ 

S B  11 909 2 X 3  

S B  11910  1 以上 X 4

S B  11911  3 以上 x 2 I

S B  1 1912 不 明 X 2

S B 1 1913 1 以上X不明

S B  11919  3 X 3  

S B 1 1920 2 以l:X l 以上

札IダJj S A 11915 4 

S A 11 916  3 

桁 行
約 m

5. 2 
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8 . 1 

不 明
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4 . 8 
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約 m 約 m 約 m 

4 . 2 1 .  7 1 4 

, 3 . 6 1 . 8 1 .  8 
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4 . 2 2 . 2 2 . 1 
.. 
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師器 • 製塩土 料出 土



第 3 章 長 岡京跡 右京 第39次 ( 7 A N Q M K地区） 調査概要

l は じ め に

1 本報告 は ， 1 98 0 年 5月 22日から 6 月 30日まで ， 長岡京市久貝 二丁 目8 01 -8 1 2において実施

し た ， 宅地 開 発に伴 う 発掘調査に関す る も のであ る 。

2 本調査 は ， 長岡京市教育委員会 が主体とな り ， 長岡京跡発掘調査研究所 が委託を受け， 同

所長中 山修一 氏 （京都文教短期大学教授） の指導の も とに， 同調査員竹井治雄 が現地調査
1 1 )  

を行った。現地調査に は ， 地元住民の方々 は じめ ， 諸大学学生諸氏の協 力 があった。

3 遺物整理， 実測， ト レ ー ス は ， 原秀樹， 前 田あけみ ， 遺構の図 面整理， ト レ ー ス は ， 白 川

成 明 ， 渡 口忠 ， 小 泉 陽， 宮崎茂夫 が担当し た。 編集 は ， 岩 崎誠， 中尾秀正 ， 鈴木芙美子， が

行 った。

4 本報告で は ， 中世から古代への順で ， 時代ご とに， 検出遺構と 出 土遺物を掲載し た 。

5 本報告の う ち， 各時代遺構編を白 川 成 明 が ， 遺物編を原秀樹 が分担報告し た 。 まとめ は ，

岩崎誠 が執筆し た。

第34図 発掘鯛査地位置 図
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調査経過 ・ 調査概要

本調査地は，標 高 約13 m の緩扇状地性低地にある。 現地形 で も ，犬川に そ っ て，田 畑の畦の

並 びが付近と異 な り ，等高線 も 入 り 込 ん で いる。 地形は北西か ら 南東方向に傾斜して お り 犬川

と小畑川の合流点近 く に位置し，小畑川 右岸にあ たる。 地籍図 では恵解山古墳 及 び その東西 を

小字北栗 ヶ 塚と呼 び，本調査地の小字南栗 ヶ 塚は，恵解 山古墳の南か ら 南東に隣接して い る地

域 を 指す言葉と な っ て い る （ 第 34 図） 。

長岡京につ い ては，推 定 右京八条ー坊九 • 十六町に位潰し，推定西ー坊第二小路が調査地中

央にかかる。 ま た ，
1 2 1  

る 。 この ため，

調査地の北西に隣接して，鉄製武器 70 0点余 り を 出 土し た恵 解 山古墳があ

長岡京に関 する遺跡調査とと も に，恵解 山 古墳に係る遺構 。 遺物の有無 を 調 査

することに 目 的 を 置 い た 。

宅地造成に伴 う 事前調査である ため，

掘 ト レ ン チ を 設定し，調査 を 開始し た 。

遺構の破壊 さ れる可能性の高 い 新設道路計画位置に試

この時点で，弥 生時代方形固 溝墓 を は じめ，平安時代

南北溝等が確認 さ れ た ため，

ト レ ン チ内の割 り 付 けは，

ト レ ン チ を 一部拡張し た （ 第 3 5図 ）。

任意に 3 m 方眼に割 り 付 け，南北 ラ イ ン を a , b , C . . . . . .  の順で

西か ら 付し，東西 ラ イ ン を 0 , 1 , 2 … …の順に北か ら 付し た 。 最終的に国土座標による測量

を 行 っ た 。 測量は，長岡京跡基準点測鼠成果 を も とに，51- 6を 使用し た 。 r ラ イ ン と 3 ラ イ

ン の 交 点に基準 ポ イ ン ト を 設定し た 。 p 1の座標は X = -120 , 784 . 9 26m , Y = - 27, 215. 793m ' 

で，ト レ ン チ割 り 付 け ラ イ ン は ，N - 1' 1『 5411 -wの振れ角 がある。
g
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第36図 土城 S K 3901出土 遺物実測 図

3 。 検 出 遺構

鎌倉時代 （ 第 36図 ）

この時期の遺構は，土城 S K 39 01だけが検出 さ れ，灰釉 陶器の碗と瓦器埃 2個体分 が出土し
( 3 )  

た 。 瓦器培は，楠葉型 で あ り ，橋本久和氏の編年によると，第 m 期ー 3小期に あ た り ，13C 末

の も ので あ る。 又，同 時期の遺物とし て ，輸入磁器 で あ る 白 磁の碗が 完形 あ る い は それに近 い

形で，ト レ ン チ 北西部で 出 土し て い る。 このよ う な鎌倉時代の遺物 が，比較的良好な形 で 発 見

さ れ た 。 又，輸入 白 磁 が出 土し た ことによ っ て，当 調査地周辺には，この時期の襲落 が想 定，さ

れ，比較的有 力な人の居住地 が想 定 で き る。

平安時代 （ 第 37図 ）

検出遺構 には，溝 S D 39 0 2 · 0 3の 2 本 が あ り，溝 S D 39 0 2の方阿は，ほ ぼ冥南北 を 向 く が

ト レ ン チ南部で直角 に西へま がる。 遺物はq — 4- 6地区 が圧倒的に 多 く ，土師器の皿，黒色

土器の」宛，皿，灰釉 陶器の碗，緑釉 陶器の碗，須恵器の皿，J和蓋など が出 土し た 。 溝 S D 39 0 3  

の 出 土遺物は，土師器の燒 • 皿 • 須恵器の甕 • 黒色土諾片 ・ 緑釉 陶器片など が ある。 方向は ほ

ぼ真東西 を 向 く が，溝の西 で溝 S D 39 0 2に切 ら れて いる。 溝 S D 39 0 2, 溝 S D 39 0 3の い ずれ も

東西 又は南北方向に あ り ，条 里 制 を 無視し た 溝とは思 われな い 。 さ ら に，出 土遺物 が，供膳形

態 がほと んどで あ ること か ら ，上 記両溝によ り 区画 さ れ た 集落 が，存 在し て い たと思 われる。

長岡京時代 （ 第 39図 ）

長岡京の時期に比 定 で ぎ る遺物 が，溝 S D 39 04, 土堀 S K 39 0 5, ピ ッ ト P 39 0 6 · 0 7, S B 39 

08 か ら 検出 さ れ て いる。 と く に溝 S D 39 04は，長岡京の条坊に関する遺構で あ ると考 え ら れる。

国 土座標による位置 関係 か ら 見ると，長岡京 西 ー 坊 第 二 小 路の東溝に あ たる。 た だし，西側

溝は，確認検出 さ れな か っ た 。 当 溝の出 土遺物には，土師器の皿 ・ 培 ・ 甕 • 須恵器の坪 • 坪蓋

． 壺 • 甕など が あ る。 土城 S K 39 0 5は，遺物が散乱し た状態で，土師器の皿 . j: 宛 • 坪 • 甕 • 須

恵器の坪 • 坪蓋 ・ 壺など が 出 土し た 。 他 に ピ ッ ト P 39 0 6も この 時期と 思 わ れ る 。 遺物は土

師器の皿など が あ る。 建物 S B 39 08 ( 第 39図 ） は，2 間 X 3 間 ( 3. 5X 6.O m ) の南北棟の掘立

柱建物で，当 調査地東部の r - 4- 6 地域で検出 さ れ た 。 当建物の 1 間は，P 8 - P 9 間とこ

れに対する P 2- P 3 間は，2.4m を 測る が，他は1.8 m で あ る。 柱痕は，ピ ソ ト P 3 · 4 · 10
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から検出 さ れた。 遺物は， P 4 から士師器の土宛 ・ 皿 ， P lO から士師器の甕 な どが出 土 し た。

古墳時代 （ 第41 図 ）

当 調査地 北西部 において，一辺が溝の心 々 で18 . 5m X l 5. 5m , 墳丘部で 1 7m X 14 m の四角 く め

ぐる溝が検 出 さ れた。 こ の溝の内 から， 大量の埴輪片が出 土 し た。 溝が狭 い ぎ ら い はあるが， そ

の形状， 出 土遺物 から みて方墳と し て さ し つ か え な い であ ろ う 。 北方部の周壕は後 世 に 削平 さ

れ ， 溝の底 し か検出 さ れ な か っ た。 遺物は， 舶輪 （ 円筒 · 朝顔形 ・ 家形） が出 士 し て い る。 混

入 し た遺物 に 弥 生土器の蓋 • 壺 ・ 甕片 な どがある。 出 士状況は， 南西溝 からの検出が多 く ， 大
( 4  I 

半が円筒 （朝顔形） 埴輪である。 こ の 円筒埴輪は， 川 西宏幸氏の編年 による と ， 第 N 期 に 比 定

で き ， 5世紀後半 にあたる。 又 ， 当調査地の北西 にある 乙訓地方最大の前 方後 円墳である恵 解

山古墳の陪塚 に な る可能性も捨てがた いが， 当 方墳の方が， や や後 出 であ ろ う 。 他 に ， ピ ソ ト

P 391 0 からは， 6 憔紀代の須恵器の坪蓋が出土 し て いる。 な お， こ の ピ ソ ト からは長岡京時代

前後の土 師器片 な どが出 土 し た こ と から， ピ ッ ト の時期は長岡京時代と思 わ れる。

弥生時代 （ 第44 -46図 ）

弥 生 時 代の遺 構 は ， 6 基の 方 形 周 溝 墓 が検 出 さ れた。 方 形 固溝墓 3911の 台 状 部 は 長 方

形を呈 し ， 4 周 に 溝をめ ぐらすが東隅 に 陸橋部を有する。 出 土遺物 には， 弥生土 謡の壺 （ 畿内

第 II 様式） があ り ， 周 溝内 に 横た え て鷹 か れた供献士 器と思 わ れる。 さ ら に ， 方形固 溝墓 中 央

部 に 主体部を 2 基検出 し た。 その う ち北側の主体部内 には， 3 点の打製石鏃が い ず れ も 墓横

内の 中 央部の西よ り で かたま っ て出 士 し ， 両 主体部で木棺の痕跡を確認 し た。 方形周溝墓 3912

の南東部溝は 残 り がよ い が ， 北東部 及 び 北 西 部は溝の 底を少 し 残すの み である。又， 南西

部の溝は， 方形周 溝墓 3911 に 切ら れ て いる。 出 土遺物はみられ な い。 方形周溝墓 391 3の北東部

は， 方形周 溝墓 3911の一辺を共有 し て いる。 出 土遺物は皆無。 方形周 溝墓 3914は， 東隅と西隅

に 陸橋部がみられる。 出 土遺物は， 弥生土器の壺 な どがある。 方形閲 溝蔭 391 5は ト レ ン チ東端

で確認 さ れた。 当 方形周 溝築の南西溝は， 方形周 溝墓 3914の北西溝を切 っ て い るので ， こ れよ

り 時期は新 し い。 遺物は出 土 し な か っ た。 方形固 溝幕 3916は， 周 溝内よ り 弥生土 器片が出土 し

た。 こ れらの方形周 溝墓群は， 391 1を中 心とする北群と ， 3914を中 心とする南群 に分 ける こ と

がで き る。

4 .  出 土 遺 物

S D 3902 出土 遺物 （第 38 図 ）

こ の溝 からは， 士師器 ・ 須恵器 ・ 灰釉 陶器 • 黒色 士器 • 平瓦 • 小鉄片 等が出 土 し て い る。 こ

の う ち量 的 に 最も 多 いのが土師器で， 他は い ず れ も 少鼠である。

土師器は皿の み で ， 他の器形はみら れ な い。 皿は 口 縁の形態によ り 2 種類 に 大別で き ， さ ら

に その法鼠 によ り 大小 に区分 さ れる（付表 9)。A 類は 口縁部を外反 さ せた後， 端部を内側 に 肥厚
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さ せ る 形態の も のであ る 。 口 径13. 0- 15 .  2cm , 器高1 .4- 2.Scmの も の (1 2- 20) と ， 口 径8 .7-

- 1 1 . 2cm器 高 0 . 9- 1 . 7 cm ( 1  - 9 ) の 2種類 があ る 。B 類は 口縁部を 外反 ぎ みに上部へひ ら く 形態

の ものである 。口径 1 2. 2- 14. 4cm ・ 器 高 1 .4- 2.7cmの も の ( 21 - 3 2) と 口径 10. 6- 10 .  8cm ・ 器 高 1 .

0- 1 .3cmの も の ( 10 · 1 1) があ る 。以上の A · B 類は， い ず れも内面をナ デ， 口縁部外面を横ナ デ，

外面を指 オ サエ調整す る 。 胎土は精良で， 淡灰色を呈す る 。 ま た ， これ ら の土師器には， 灯火

器に使用 し たと み ら れ る 油煙の痕跡をと どめ る も の が半数近 く を しめ る 。 内 面の油煙のつ ぎ 方

には数種類あ り ， メ ガ ネ 状に輪と な っ て吸着す る も の， 底部 か ら 口縁部に か けて全面に吸着す

る も の， 炭素 が吸着せ ずに四 ヶ 所円形に残 る も の な ど があ る 。

須恵器は皿 (33) , 坪 B (34) , t宛 (37) の他

に瓶の 口縁部， 甕の体部， 糸 切 り 底の培 があ る が，

い ず れ も 細片であ る ため図示 し え な い 。 皿 ( 33)

は， 土師器の皿の形態を な す が， 糸 切 り 底で体部

内 外面を ロ ク ロ ナ デす る 。 i宛 ( 37) は， 体部外面

に水 び き 成形によ る と思 わ れ る 凹 凸 が残 り ， 体部

中 ほ どには一条の浅 い 沈線 がつ く ， 底部は幅約 1

cmの 高 台 がは が れ た 痕跡 が残 り ， 内 面をナ デ る 。

口縁部外面には重 ね焼 き の痕跡を残 し ており ， 口

縁部内面 か ら 体部上半部に か けて 自 然釉 が付着す

る 。 胎土は精良で淡灰色 ， 焼成は堅緻であ る 。

緑釉 陶器 (35) と灰釉 陶器 (3 6) は い ず れ も 培

であ り ， その量 も 極めて少 な い。

黒色 土器には皿 (38) と培 (3 9-41 ) があ り ，

い ず れ も 内外面を黒色 化す る B 類であ る 。 皿

( 38 ) は黒色土器に共通 し てみ ら れ る ヘ ラ ミ ガ キは

認め ら れず， 全体を ナ デ仕上 げす る のを特徴と し

て い る 。 胎士およ び内外面は、 充 分に炭素を吸着 I L— 

} 

r•7 

し ておら ず，暗茶灰色を呈す る 。 f宛は 口 径10. 4cm

の も の (3 9) と， 1 6cm前後の も の (40 · 41 ) に分

か れ る 。 い ず れ も 雲母と石英粒子を含 む精良 な 胎

土であ る 。 前者は内 面およ び外面に密 な ヘ ラ ミ ガ

キを施 し ［こ後 ， 断面三角 形状の高台を貼 り つ け た

も のであ る 。 後者は高 台部分を欠 く が内外面に密
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な ヘ ラ ミ ガキを施す。 口縁は横ナ デによ り や や 外 し 第3 9 図 溝 S D 3902実測 図
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反 する。 両者と も 口縁部内 面に一条の沈線を施して いる。

以上のこと か ら S D 39 0 2出 土遺物を検討すると， f共膳形態の み 出 上 すると い う 特異な傾向を
1 5 1  

示 す も のの， 乾元大宝 ( 4枚） を伴出した平安京左京内膳町 S K 18 出土土料に ， 比較的類似し

て いる。 ゆ え にこ れ ら の遺物の 年代は， 概 ね10世紀末 か ら 11世紀初頭に比 定 さ れる も のと考 え

ら れる。
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長岡京時代の遺物 （第40 図 ）

土 壊S K 39 0 5をはじめ， 溝 S D 39 0 3, ピ ッ ト P 39 0 7から出土 し た。 土檄からは， 土 師賠坪 A

( 1) , 皿 A ( 3 · 4) , 須恵器杯 B (8) , tf B 蓋 ( 7 ) が出土 し た。 ピ ソ ト からは， 土 師器杯 A

( 2) が出 土 し た。 この他包 含層からも 出士 し ており， 他の器種では， 土師器甕 や須恵器壺，

甕 等がある。 特記すべ き ものには， 墨書土器があるが， 解読 不可能な小片である。
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P 3906 · 0 7 · 10出土 遺 物 実測 図

方墳出 土遺物（ 第42 · 43図 ）

方墳3 9 0 9からの出土遺物は，埴輪が主で，当古墳の南西溝に集 中して出土した。 植輪は全て

破片と な っ ており，

雌加屑む伊ある。

ま ばら な 状態 で検出 さ れた。 器種には，円筒埴輪，朝顔形円筒埴輪，家形

円筒埴輪は，朝顔形賄輪と同 じ整形で，同 じ技法が使 わ れて いる。 す な わ ち ，製作は，帖 土

紐巻 き 上 げ技法によ っ ており，内 面 ナ デ，外面ハ ケ 目 ，

て いる。 外面のハ ケ 目 は，第 1次整形には縦ハ ケ が，

タ ガは，押 え ナ デによる緊形が行 わ れ

第 2次整形には川 西宏幸氏の分類の B 種

横ハ ケが施 さ れ，丁寧に調整 さ れて いる。 縦 ハ ケと横ハ ケは，い ずれも 同 一原 体によるものと

思 われる。 い ずれも 非常に細か い 日 の原体である。 内 面の ナ デは縦方向であるが，枯 土紐単位

のす ぎ ま を 残す部分が多 々 あり，また，その単位の 凹 凸 を 残すものが 多 い o これによると，枯

土紐の幅は約 3 cm前後である。 断面観察によると，粘土の 目 が全て内傾しており，製作に際し

て，粘土紐 を 内 面では下へ伸 ばし，外面では上へ伸 ばして，上下の帖 士紐 を 接継して い ること

が わ かる。 縦 ハ ケは タ ガ接合前に施 さ れており，横ハ ケは，タ ガ接合後に施 さ れて いる。 タ ガ

間は 9 。 4cm等 間と思 わ れ，最下段と 中 間段の差も な い。 横ハ ケは，幅 約 8 . 5cmの原体幅で，各

段同 じ原体で施 さ れて いる。 円筒埴輪の 口縁部は，わ ずかに外反し，外へ 巻 き 込 むよ う に終 わ

る。 朝顔形円筒埴輪は，く びれた肩部に断 面三角形の凸 帯 をめ ぐらし，大 き く 開 く D縁 を も つ 。

口 縁 部は頸 部 から 大 き く 開 き ，疑 口縁 を 作り出し，その上に外反する 口縁 を も つ。 接合面に

は，疑 口 縁 内 面にヘ ラによる刻 目 を つ け，接合し やす く して い る。 口縁端部は，横ナ デによる
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整形が施 さ れてい る が，口縁部内 面は，口 縁 端部 下 か ら 疑 口縁との 接合点まで横ハ ケ がな さ れて
い る 。円筒埴輪の 口縁部 も ，内 面は横ハ ケ整形であ る 。タ ガは，断面台形の安定し た 形に作 ら れて

お り ，接合面は， 円筒 部 本 体に横ナ デを施してい る 。 底部底 面には，梢物の繊維の圧痕が，ほ ぼ

一定方向に並 ん で 見 ら れ る 。 埴輪の製作段階 又は乾燥段階に付着し た も のと思 わ れ る 。 また，

製作時におけ る ，枯士の継 ぎ 目の認め ら れ る も の も あ る 。 透し孔は全て丸 く ，一対が残 る 。

家形拍輪は，柱等の表現は線刻によ っ てい る 。 表現には，ヘ ラ 描 き 線刻 によ る 直線，綾杉，

ヘ ラ によ る 刺突によ る も の が見 ら れ る 。 外面は，ハ ケ 目 の上か ら 荒 く ナデてい る 。 内 面は，成

形時の指の痕を明瞭に残し，ナ デ痕 や指圧痕があ る 。

これ ら の埴輪は，特に円筒埴輪類の整形 や製作技 法の特徴よ り ， 5祉紀後半： 川 西編 年の第

N類に比 定 で き る 。 家形埴輪 も 伴出していて矛盾はない。

方形周 溝墓 出 土遺物 （第47-49図）

方形周 溝墓は，合計 6基が検出 さ れた。 その う ち，3911と 3914が最大の も のであ る 。

3911の周 溝か ら は，供献 さ れ た 壺 4個 体 （第47図 1- 3, 第48図8) 等が検 出 さ れ た。 3914の

周 溝か ら は甕の小片 2点 （第49図 1・ 2) が出土し た。 いずれ も 中期前葉に比 定 で き る 。
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／
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第

42 図 方墳 出 土埴輪拓本実測図

, _ _ 

9でぷヽ
ヽ窃忍i

2 0 cm 

第

43図 方墳 出 土埴輪実測図



石器 （ 第 50図 ・ 図 版15 )

石器類には， 先土器時代の

ナ イ フ 形石器， 弥 生時代の石

鏃， 時期の 明確で な い 砥石が

あ る 。 ナ イ フ 形石器は， 麗状

剥片を背面調整したもので ，

国府型 ナ イ フ 形石器に通 じ る

ものであ る 。 い わ ゆ る 小型 ナ

イ フ 形石 器 か。 石鏃は， 凸 悲

式 2個 ， 凹 基式 1個があ る 。

い ずれも ， 方形周溝墓 3911主

f本部 からの 出 土 であ る 。
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第 44図 方形周溝墓3911実測 図
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第 45 図 方形周溝墓3911の主体部
第 46図 方形周溝墓3914実測 図
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゜ 20cm 

第

48図 方形周 溝墓3911 出 土弥 生土器実測図 (2 )  
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付表 5 右京第39次調査検 出遺構観察表( 1 )
遺 構 名

S K 3901 

S D 3902 

時 代 · 性 格

鎌 倉時代
士城
平安時代
溝

S D 3903 溝

規

幅 約 1 .
検 出 長 1 0 m  
i菜 さ 0 . 22- 0 . 34 m 

S D 3904 
長 岡 点時代
溝

模 特 徴 出 七 遺 物 備 考

S K 3905 土城

幅 約 1 . l m
検 出 長 3. 6 m  
深 さ 0 . 05- 0 . 06 m 
東 西 1 A'1 m  
南北 1 . 26 m 

P 3906 
� � 

柱穴 ！ 東 西 0 . 34m 
i 南北 0 . 24 m  

i - -
i 直 径 0 . 22 m 

ロニ門：
P 3907 柱穴

P 39 1 0  柱穴

S R 3908 

p 1 

p 3 

P 4  

東 四 0 . 50m 
！ 南北 0 . 75 m 以 上

□ :I:� :::�� I 南北 0 . 56 m 以 上
I □ 0 .44m 
： 南北 0 . 40 m 
i 

束 西 0 . 58 m 
南北 0 . 62 m  

p 5 m
m
 

6
8
 

4
3
 

．
．

 

0
0
 

西
北

東
南

p 6 

p 7 

東西 0 . 56 m 
，， l 南北 0 . 52 m 

束西 0 . 60 m 
南北 0 . 5 8 m  

p 8 

と

と

推

司i

末

と

也

己

ー／r〕糸

,‘、

一

L
L

 る
。
晋

一
世

ー

よ
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10

10
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に
る
ら

ら

制
す
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41
係
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物
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関
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定
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定
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ー
ー
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．
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）
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．
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）
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畑4

第
皿

図

火

．
．
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ー
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澤
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．
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11
ゆ
溝

―
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3
o
o
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犬9̀
 形

吋至
る
る
る
唸
に

＿

な

溝
切
な
い
溝
西

形

周
を
く
て
周
。

定

形
部
深
っ
形
る

不一

方
一
て
な
力
切

L師 器 1111 (第 ,10 図 2)
他 小 片
〈 須 恵 器J不 器 （ 第 10 図

古

墳 時 代 の 須 恵 器J不 蓋
6) を 混 入〉 上 師 器J宛 を 出 上 す る が， 他 の 遺

□;：勺�f{�,m宰北'w:ロ�;
力 向 ぱ 哀北 よ り 少 し

西 に 固 く が， 長 岡 点 に
関 す る

も

の と 考 え る 。
- ― -

1 
付

近

の 調 査 を 待 ち た
土 師 賠塙 ·坪 皿 な ど い 。

溝 S D 3904の

中

袖 よ
り ， 当 建物 の 北 西 端 I
S B :3908- P 1) ま で 19
m - 2 0 m の 間 隔 が あ る

P 8- P 9間 は ， 2 . 4  
- - 7 m で ， 他 の 柱 間 は ， L

8m を 測 る 。 P 2- P 3の
＇ 柱 間 は ， こ

れ

に 対応 す
； る 。 P 8- P 9間 と 同 じ

］ か 。

方 形 周 溝墓39ll の 七f本 部 の 北 束 角
と 隣接す る 。
不 定 形

四 隅 が 丸 い 方 形
柱 痕 の 直 径 18cm

i 四 隅 か 丸 い 方 形
i 柱 痕 の 直 径 32cm
， 

四 悶 が 丸 い 方形
村痕小 明

四 隅 が 丸 い 方 形

， 四 隅 が 丸 い 方形
l 柱 痕 不 明
l ― ―• •  

束 西 0 . 60 m . ！ 四 隅 が丸 い イ澄 台 形
南北 0 . 60 m 1 柱痕 不 明

. .. 

L師器小 片

t 師 器 小 片

四 ー坊 第 ＿こ 小 路 の 東
側 溝 の 可 能 性 が あ る 。

（ 表 注 1 I 
. .. .  

連物 か ら ， 長 岡 京 時
代 と 推定

遺 物 か小 片 の た め ，
時期 を 決 め が た い が，
長 岡 か 平安 と 推定

恐物 か ら 長 岡 と 推定

p 9 東西 0 . 54m 以 上
南:it 0 . 52 m 

隅 の 丸 い 五 角 形
柱 痕 不 明

P 10  

3909 

北 束 溝

占墳時代
方項
南 栗 ケ 塚
同上の 固 溝

南 東 溝

南西溝

北西溝

--
束西 0 . 42 m 以 卜 I 隅 の 丸 い 方 形
南 北 0 . 56 m 柱 痕 の 直 径 26cm深 さ 5cm

北 東 ー 南 西 17. 7 m  
北 西 ー 南 束 15. S m  

幅 O . Sl m
検 出 長 5 . 66 m 
深 さ 0 . 15 m  
幅 1 . 0 m
柊出 長 2 . 40 m 

幅 0. 3 - 0 . S m
検 出 長 1 1 . 0 m  

幅 0. 正0 .75m
検 出 長 5 . 5 0 m  
深 さ 0 . 43 m 

I 北 東 ー 南 西 方 向 に や や 長 い 方 形 に 埴 輪 （第 42 · 1:l 図

）

恵解 山 占墳 と の 関 係
区 画 す る 溝 を 検 出 N - 43° - E  ; に ， 興味が持 た

れ

る 。- - ' - - - --

中

央部 で や や細 ま り ， 南 束 に 向 か i 〈 L 師器 片 を 拉 人〉 旧 小 字 名 よ り ， rif栗

三三□亨□ □`
/〗巴I\:�北東か ら 南西に伸びる

�

� 一

土 帥 器虚 な ど

3911 
弥生時代
方 形 I吉） 溝墓

北 束 溝

南 東 溝

恒l 上 の 固 溝

南 西 溝 I

北 束 ー 南 西 10. 5 m
北 西 ー 南 東 S m

＂目 糸勺 1 . 20 m
検 出 長 約 5 .70 m
深 さ 0 . 20 - 0  . 25 m 
幅 約 l m
検 出 長 約7 . 60 m  
深 さ 0 . 30- 0 . 40 m 
肛冨 糸勺 1 . 0 m

i 検 出 長 6 . 5 0 m  

る

さ
底
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付表 6 右京第39 次調査検 出 遺構観察表( 2)

遺 構 名

3 9 1 1 
南西溝
北西溝

中 心 主
体 部

第 2 主
体 部

3 9 1 2 

―祠i東溝

南西溝

- ;ft: 屎溝

北西溝

仁ー 9 1 3
一

北東溝

南東溝

北西溝

万9丁-―

北東溝

南東溝

南西溝

北西溝

3 9 1 5 

南西溝

北西溝 ，

3 9 1 6 

北東溝

南東溝

時代 · 性格
弥 生 時 代
方形周 溝墓
同 上 の 周 溝

,, 

同 主 体 部

同 主 1本 部

弥 至 蒔代
方形周溝墓

ケ

ケ
.. . 
,, 

□げ蒻誼¢薔

,, 

ヶ ュ

,, 

□和彦周漏露一

,, 

,, 

,, 

ク

方形固溝墓

. 
,, 

規 模

深 さ 0 .30-0 .40 m 
幅 約1 . 1 0 m
検 出 長 7 . l O m  
深 さ 0 .25-0 .30m 
幅 0 .77m 
長 さ 1 . 58 m 
深 さ u � . "1uヽ‘ m 
幅 1 .20m 
長 さ 2 . 1 0 m  
深 さ 0 . 30m 

北西ー 東南 6. S m
北東ー 南 西 4. 2 m
幅 0. 5 m  
検 出 長 7. 4 m  
深 さ 0 . 05m 

〗面
―

。. 5m
長 さ 0. 7 m  
幅 0. 4 m  
長 さ l. 2 m  

F 北西＝南東
0. l m  

4 m  
北東ー 南西3m 以 上

幅 0. 3 m  
検 出 長 2 . 4 m  
深 さ 0 08m 
幅 0. 6 m  
検 出 長 1 .  4 m  
深 さ 0 2 m  

泥西ー 南東 5. 5 m
北東ー 南西 9 3 m  
幅 l . 4 m  
検 出 長 5 .  3 m  
深 さ 0. 2 - 0 .25 m
幅 0 . 95m
検 出 長 7 .  3 m  
深 さ 0 22-0 .26m 
幅 l - 1 . 5 m
検 出 長 5 m  
深 さ 0 .4-0.  5 m  

i 幅 約 l m
検 出 長 8 6 m  
深 さ 0. 3-0. 4 m  

北西 ー 南東
4. 5 m 以上

北東ー 南 西
3 m 以上

幅 0. 7 m  
検 出 長 4. 5 m  
深 さ 0. 2-0.  3 m  
幅 0. 3 m  
検 出 長 2.  7 m  
深 さ 0 . 1 5 m  

方形-周溝-墓- 口ーー 南東
5. 5 m 以 f:

北東ー 南西
5. 5 m 以上

特 徴 出 土 遺 物

北東部 か ら 南西部 に か け て 幅 が 弥 生 土 器 壺 （ 第47
広 が る 。 中 央部 と 北部 に お い て 図 1 · 7 、 第48 図
壺 が 出 土 。 8 )  
長 方形 を 呈す る 。 木棺 と 思 わ れ 石鏃 （ 第50 図 ）
る 痕跡 を 残す 。

い びつ な 長方形 を な す 。
2 体埋葬 か 。
木棺痕跡 を 残す 。

北西 ー 南 西 方 向 に 、 長 い 長方形
N - 31 ° 30' - E  
北東部 か ら 南西部 に か け て 、 徐
々 に 深 く な り 、 南西端部 に お い て
周 溝募3911 の北東溝 に 切 ら れ る。
方形同 溝墓 3 9 1 1 の 北東溝 と
共 有 す る 。
細 長 く 土城状 を 呈 す 。
非 常 に 浅 く 、 溝が わ ず か に 残 る 。
長楕円 の 形状 を 呈す 。
非 常 に 浅 く 、 溝がわ ず か に 残 っ
た も の と 思 わ れ る 。
南西溝が検 出 さ れ て い な い た め
北東— 南 西 の 距離 不 明 。 N-42 °- E
方形固 溝墓 3 9 1 1 の 南西溝 と

北
共 有 す る 。

東 か ら 南 西方向 に 向 か っ て 伸
び し だ い に 細 く な り 、 消滅す る 。

南東溝よ り も 多 少 喘 が広 い 。

北東 ー 南 西 方 向 に 長軸 を も つ 。
N -60 ° - E  
方形周溝墓 3 9 f 4 の 溝の 中 で 弥生土器、 壺小 片
最 も 幅 が広 く 、 中央部 か ら 方形
凋 溝墓3915 の南西溝に分 か れ る 。
溝幅 は ほ ぼ一 定 ぞ、 北東端層訂: 弥生土器小片
陸橋部 を も つ 。

閂玉部で南西方 向 に 突 出 し 、 溝 弥生王器、 壺小片
幅 は 一 定 し て い な い 。

南西端蔀付近 が最 も 深 く 北東部 弥生土器
に 向 か っ て や や浅 く な る 。 溝幅
は 一 定 で は な く 中 央 部 が 最 も 広
い 。 南西部 に 陸橋 を も つ 。
北東溝、 南東溝が、 確認で き な
か っ た た め 、 形 態 不 明 。
N - 52 ゜ 30 ' - E

' 北東部..は ト レ ン チ の 外. に. 出 る 。 弥 生 土 器小 片

固 溝墓 3 9 1 4 の 北東部 の 溝 と
中央部で接 し 、 南東部 は ト レ ン
チ の 外 に 出 る 。
検 出 状況 が不 明 確 な た め 、 形 態
不 明 。
N - 52 ° - E  

一 方形 周 溝墓 3 9 1 4 の南西溝 と
.. - . 

ク

！
I 

幅 約l. 2 m  
検 出 長 · 3. 7 m  
深 さ 0 .25-0. 3 m

共 有 す る 。
北東端部 は 、 S D .3 9 0 3 に豆丁
ら れ る 形で あ り 、 南西部 に 伸 び
る 。

I ..• 一 ，. --一

.. '―-

備 考

北東隅 に 陸橋 を も つ
当 調査検出 の 方形周

溝墓の う ち 、 最 大 の も
の で あ る 。

台状部の 中 心 や や北
よ り 長 軸 に 平 行 し て 、
当 主体部の長軸 があ る 。

中 心 主体部 の 南 に あ
る 。

長 軸 は ほ ぼ平行。
北西溝 と 北東溝 は 、

土壊状 に 痕跡 を と ど め
る の み 。

い ず れ の 固 溝 も 残存
状況 が わ る ＜ 、 非常 に
浅 い 。

遺物 が皆無で あ る た
め 、 時 期 不 明 。

北西溝が最 も 深 く 、
掘 ら れ て い る 。

出土遺物 が な い た め
時期 不 明 。

方形周溝墓 3 9 1 6 
よ り 新 し い 。

当 調査地検 出 の 方形
周 溝墓 中 、 規模 は 第 2
位 o 東部隅 と 西部隅 に
陸橋 を 有す る 。

山 陽地方 に 特 有 な 形
態 の甕 を 、 同 溝内 よ り
出 土 。

被葬者 と の 関係 が興
味深 い 。

出 土遺物 は 、 山 陽地
方 の 千代 田 II 式甕形土
器 と 共通 す る 。

北東部、 南東部が不
明 な た め 、 規模不 明 。

出土遺物 は 、 小 片 の
た め 時 期 不 明 。

方形固 溝墓 3 9 1 4 
の 南東溝が、 当 墓北東
溝 を 切 っ て い る こ

古
と に

よ り 、 当 墓 の 方 が い
と 考 え る 。

（ 表 注 1 )

（ 表 注 2 )

当 溝の 中 心座標 （ 国 土座標） は 、 以下 の と お り 、
X � - 120 , 785 . 500 
Y � - 27, 238 . 000 

小西古墳 は 、 右京 第72 次 ( 7 A N G K S 地 区） の 調 査 で 、 発見 さ れ て い る 。
塚本古墳 は 、 長 岡 京 市 内遺跡立 合 第8104次 調査で確認 さ れ て い る 。 白 ） I I 成 明 他 、 「昭和56年度
長 岡 京 市 内遺跡立合調査概要 ー 長 岡 京跡 第8104次 ( 7 A N K H T 地区） 立合調査概要」 『 長 岡
京市文 化財調査報告害』 第 9 冊1982 長 岡 京市教育委員 会。
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付表 7 右京第39次調査出土遺物観察表( 1 )

器団器形 口法径(cm) j 器高量(cm) 番号
器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 質 焼成色 調 個数 I 備 考

（ ） 残存 ，均

S K 3 9 0 1  
瓦 12. 8 3 .  7 3 o f本部 は 大 ぎ く 内 弯 し端部 は 丸 0 口 縁部 か ら 体部上半 を ナ デ調 良

疇; '' F

減1 る
塊 い 。 高 台 は 断面三角 形ぁ 。 器壁 整す る 。 体部下 半 指 オ サ 工 。 好器 I 13 .  5 3. s 4 は う す い 。 ひず み が る 。 貼 り つ け 高 台 。

0 口 縁部 を 折 り 返 し て玉縁 と す 〇 イ本部のヘ フ ケ ズ リ 万稜 と し て 精
白 I 碗 I I る 。 端部外面 は 丸 み を も つ 。 残 る 。16.  7 6 7 1 器壁 は う す い 。 体部 は 直線的 良に の び る 。 焼 け ひ ず み が あ る 。 色

0 口 縁部 を 折 り 返 し て玉縁 と す 精
〗磁 I 碗 I 1s .  2 (4. 6) 2 る が、 ナ デ がつ よ く 直線的 1 ; I 1 

の び る 。 器壁 は や や 厚 い 。 良 色

須 | 皿 I 1 1 .  2 

恵 I 杯 底 径
器 B 8. 4 

S D 3 9 0 2  
皿 13. 0 1 .  4 12 o 口緑部は 外反 し 、 端部 を 内側 〇 イ本部外面 を 指 オ サ 工 。 口 縁部 良

土 I A I I I へ 肥厚 さ せ る 。 内 外面 を 横ナ デ、 体部内 面 を
大 15.  2 2 .  4 20 ナ デ調整す る 。 好

皿A 8.7 - 11 .2 0 .9 - 1 .7 1-9 0 皿 A の 小 型 O 皿 A と 同 じ 良 好師
皿 12. 2 1. 4 21 O 口縁部 は 外反 ぎ み に 上方へひ 0 体部外面 を 指 オ サ 工 。 口 縁部 良I I I 

器 I B 14. 4 2. 7 32 
ら く 。 内 外面 を 横ナ デ、 体部内 面 を

ナ デ調整す る 。 好
皿B 10£ - lOB 1 .0- 1 .3 10 ・ 11 0 皿 B の 小 型 O 皿 B と 同 じ 良 好

0 平底 の 底 部 か ら ゆ る ＜ 上 方へ 0 口 縁部、 体部 内 外面 と も ロ ク 良1. 8 33 ひ ら く 。 端部 は 丸 く お さ め る 。 ロ ナ デ調整す る 。 底部は糸 切
り 。 好

34 1° 高 台 は 直線的 に の ぴ る 。 O 貼 り つ け 高 台 。 内 面 は ロ ク ロ

ナ デ調整。 外面 は ヘ ラ 切 り 後 良
ナ デ調整す る 。 好

O 底部内 面 を 凹 ま す 。 高 台 内 面 〇 貼 り つ け 高 台 。
35 I に浅い 沈線が、 円 周 に そ っ て

残 る 。

塊

椀

緑
釉
陶
器
灰
釉
陶
器一
須
恵
器

底 径

8. 6 

底 径

5. 3 

硬

質

0 高台 は 断面三角 形状 を 呈 し 、 l o 貼 り つ け 高 台 。 内 外面 と も 、 I 精
36 I 外方へ 少 し 1よ り 出 す 。 内 面 に ロ ク ロ ナ デ調整す る 。

釉 が、 う す く か か る 。

� 

淡 灯火呂
と

し て 、 使
用 し た も
の があ る

灰 色 I 1 

内 外面 と
も 緑灰色 I 1 の 釉 を か
け る 。

淡灰色 I 1 
良

0 口 緑端部 は外方へ若干 ひ ら く 0 体部下半部 に 沈線。 底 部 に 高 良
塊 I 1s. s I (7. o) 37 台 が、 は がれた痕跡 を と どめ る 。

底部外面 ナ デ調整。 口縁部外
面 に 重 ね 焼 き の 痕跡 が あ る 。 好 色

皿 10. 3 1 .  3 38 o 平底 の 底部 か ら 内 弯 o n 縁 か ら 体部 内 外面 に か け て
黒 ナ デ調整。 暗茶灰色 1 

0 高 台 は断面三角形状 を呈す る 0 内 外面 と も 丁寧 な ヘ ラ ミ ガ キ 良 長
色 〇 焼 け ひずみ が あ る 。 を 施す 。 底部の み 一 方 向 の へ 好 右、 粒 黒

椀

10. 4 4. 1 39 ラ ミ ガキ を 行 う 。 口縁部内面 を I 1 
土 に 一 条 の 沈線 が あ る 。 貼 り つ 石 含 色

け 高 台 。 英 む

器 塊
15. 6 (4. 4) 40 0 口糠部 は 横 ナ デ調 整 に よ り 、 0 内 外面 と も ヘ ラ ミ ガキ を施す 。 良 好

ー や や 外 反 す る 。 n緑部 内 外面 を 横ナデ調整す 石英長石 黒灰色
16. 0 (4. 4)  41 る 。 粒を含む

ロ
S K 3 9 0 3  

�=1 皿 I 門. 巳 I (2 . 2)  1 9  lo胃瓜誓贔1<：詞 !!�� 高 台 。 1 0 内 面 は 仕 k げナ テ を 行 う ゜ 精 良 淡育灰色 I 1 

灰 水 び ぎ 成
1 I 形 か ？

S D 3 9 0 4  

士
器

師 甕 15. 6 (5. 7) 5 1 0 外面 を ヘ ラ ケ ズ リ し 、 内 面 を i 良 好 黒色 化 し
I 1 ナ デ調整す る 。 て い る 。

S K 3 9 0 5  
0 平 坦 な 底 部 か ら 、 わ ず か に 内 0 外面 を ヘ ラ ケ ズ リ し 、 内 面 を 良 腐色土

椀

15. 4 3. 8 l 弯 し な が ら 立 ち あ が る 。 ナ デ調整す る 。 好 I 1 

師
0 口縁端部 は 内側 に 肥厚 す る 。

0 平 坦 な 底 部 か ら 、 わ ず か に 内 0 .外面 を ヘ ラ ケ ズ リ し た. 後. 、 内.• 良 淡
器 皿 ， 21. 6 2. 7 4 I 弯 し な が ら 立 ち あ が る 。 面 を ナ デ、 ｛本部上 半 部 の み 横 好 塁 i l 

ナ デ調整す る 。

須 杯 2

<1 

I 

0 忘 台 部 は 外力 ヘ ふ ん ぱ る 。 O 貼 り つ け 品 台 。 加旬 は ロ ク ロ 良 9
灰
炎

I 1 13.  8 4. 8 o 体部 は 腹線的 に の び る 。 ナ デ調整。 外面 は ヘ ラ 切 り 後 好B ナ デ調整す る 。 色
恵 O 扁 平で低 い 器 品 、 端部 は 丸 く 0 口縁端部 か ら 体部 内 外面 を 口 良 淡

16. 1 お さ め る 。 ク ロ ナ デ調整す る 。 I 1 
器

1. 7 
0 体部外面 は ヘ ラ 切 り 後 、 ナ デ 灰

調整す る 。 好 色
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付表 8 右京第39 次調査出土遺物観察表 (2 )

器種
法 量

輝 口 径向） 器 高(o,,) 番 号

P 3906 

土
師 皿 21 2. 7 3 
器

P 3907 

土師器 坪 18. 5 ( 3. 3 )  2 

P 3909 

円 底径
(23. 8 )  1 

筒 13. 6 
埴

朝

26. 3 ( 20.  3 )  2 

顔

輪 円

20. 4 ( 6. 5 )  3 
筒

P 3910 ， 蓋 I 10. 5 3. 7 6 

器 種 器 形 番 号
I I復 元 法 塁
日径 (cm) 器裔 (cm)

3911 

I 
1 17. 5 32. 7 

i 

弥 2 19. 5 (41 8 ) 
壺

生 3 21. 2 ( 34 ) 

4 7. 0 

土 5 6 4 
甕 底径

6 9. 2 

7 10. 2 

器

宜- 8 39. 2 

3914 

弥 1 27. 5 

生 i f本 部i 甕
土 2 最 大径

20. 2 
器

3 6. 8 

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

0 平坦 な 底部 か ら 、 わ ず か に 内 0 外面 を ヘ ラ ケ ズ リ し た後 、 内
弯 し な が ら 立 ち あ が る 。 面 を ナ デ、 イ本部上半部 の み横

0 口緑部 は内側 に肥厚す る 。 ナ デ調整す る 。

0 平底 の底部 か ら 、 わ ず か に 内 0 外面 を ヘ ラ ケ ズ リ す る 。
弩 し な が ら 立 ち あ が る 。 0 内面 は磨滅 し 、 調 整不 明 。

O 枯土紐の つ ぎ 目 が、 部分的 に 0 タ テ ハ ケ の 後 ヨ コ ハ ケ 。 ョ コ
残 る 。 底部 に セ ン イ 状の圧痕 ハ ケ は左回 り で 5 国 の つ ぎ 目
を と ど め 、 基底部 に 粘土紐の を と ど め る 。
つ ぎ 目 を 残 す 。 ス カ シ 孔 あ り 。

O 頸部 は 、 三 角 形 の 突帯 を は り 0 口 縁 か ら 頸部 タ テ ハ ケ 、 ｛本部
つ け 内面 を 指 オ サエ す る 。 ロ ヨ コ ハ ケ 。 内面 は 口 縁部合 を
縁部 は 外反 し 端部 を つ ま み上 ョ コ ハ ケ 。
げ る 。 二重 口 縁状 に ひ ら く D
縁部 は 下 に 凹 面 、 上 に 凸 面 を
つ けて接合す る 。 ス カ シ 孔 あ り 。

0 口 緑端部 は 外測へ折 り 返 し 、 0 内 外面 と も 粗い ハ ケ 。
平坦な 面 を も つ 。

0 口 縁部 か ら 天井部 ま で 丸 く 仕 0 天井部の合 を ヘ ラ ケ ズ リ し 、
上 げ る 。 内 外面 と も ロ ク ロ ナ デ調整す

る 。
器 形 手 法 の

口 縁 部 体 部

0 口 縁部 は や や外反 0 内面 に 植物質 の 粗
し 、 端面 は 外傾 す い ハ ケ が残 る 。 楷
る 。 描 直線文 は 4 条 l

組で 5 帯施文 す る 。

〇 端面 に 2 本 の 櫛描 ' o 櫛描直線 文 は 6 条
直線文 を施す。 と 4 条 を 交 互 に 6

O 端面 に 一条 の 沈係泉。
そ の 上 に刻 み 目 。

- - -- - ' ― -- -

O 端部 外面 の 斜方 向
の ハ ケ の 上 に突帯
を 接合

あ
し

刻
、 指 オ サ

工 の と み 目 を
施す。

0 突帯 は さ ら に 1 本
本あ り 、 全部 で 4

に な る 。
O f本部に黒斑 がつ く 。

帯。 最下部 の み 8
条施文す る 。

O 櫛描直線文 は 5 条
l 組で 9 条施文 す
る 。 f本部 中 ほ ど に
黒斑がつ く 。 外面
に 祖い ハ ケ メ を 残
す 。

I - --··--··、

①粗い ハ ケ メ （ タ テ
方 向 ） を 施 す 。

②中央の突帯部分 に
ヘ ラ ミ ガキ を 施す。

③櫛描直線文を施す。
④ヘ ラ描沈線 を 施す。
⑤突帯 を は り つ け 、

刻 み 目 を 入 れ る 。

0 文様帯の 下 に 炭 索 0 櫛描波状文 5 条 の
が吸着 す る 。 上 に 直線文 3 条 、

下 に 5 条施 す 。

0 外方へ三角 形 に 鋭 O 楷描直線文 ( 5 条 ）
く 突 出 し 、 水平 な を 施 す 。

特 徴
底 部

0 ハ ケ は 、 タ テ 方 向
で最後 に ナ デ る 。

0 内面調整不 明 。 外
面 ナ デ。

0 内外面 と も ナ デ。

0 2 - 3 mmの ハ ケ 。

O 植物質 の 細 いハケ。

O 剥離 し 調 整不明。

質 焼成色調

良 好 赤 褐 色

良 好 淡 褐 色

硬 質 赤 褐 色

硬 質 赤 褐 色

硬 質 暗茶灰色

良 好 淡 灰 色

胎 上 焼 成

赤色 粒、 石
英、 チ ャ ー

良 好
ト 等。

赤色 粒、 石
英 f 4 mm以 良 好
下。

石 英他 ¢ 5
mm)J下。

良 好

良 好

石英、 長 ,, 

石 粒他 ,, 

ク

赤色 粒、 長
石 、 石 英他
最大 ゆ 6 mm
以下 良 好

赤色 粒、 長
石他。 良 好

長石 、 石 英
他 。 良 好

端面 を な す 。 I i 赤色 粒

0 内 外面 と も 剥離 し 、
調整不 明 。

. 良 好

個 数 備 考

1 

1 

タ ガ は 3 本

1 か ？

タ ガ は 3 本
か ？

1 

1 と セ ッ ト
に な る と 思

1 わ れ る 。
タ ガ は 3 本
か ？

1 

色 調 備 考

畿内的要索

淡褐色 が強 い 。

赤褐色

淡赤褐色

茶灰色

赤褐色

淡褐色

淡赤褐色

山 陽地方
淡灰色 （ お そ ら く

は播磨 ） の
地方色 が濃
厚 。灰 臼色
中 山 II - Ill
式並行期 か。

淡灰色
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5 .  ま と め

京都盆地 の な か で ， 桂川 右岸 に は ， 弥生時代 の遣跡数 は39遺跡 に 昇 り ， 発掘地 点 も 80 ヶ

所 を 越 え て い る 。 こ の う ち ， 墓域 も し く は ， 単独の 墓 が検出 さ れ た 遺跡 に は6 遺跡 が あ り ， 当

遺跡 も そ の ひとつ に 加 わ る こ とと な っ た 。 こ れ ら の 大多 数 は 方形固溝墓で あ り ， 他 に 土堀墓，
I 6 I ( 7 ) ( 8 )  

壺 ・ 甕棺墓 が あ る 。 弥 生時代 中 期の も の は ，古市森本遺 跡と神足遺跡， 今里 遺跡で確認 さ れ て

い る 。 こ れ に 加 え て 当 遺跡 も ， 弥生時代の 中 期墓制の あ り か た を 考 え る 上で ， 重要 か つ 良好 な

資 料と い え る 。

当 遺跡で は ， 検出 さ れ た 方形周溝墓の う ち ， 比較的大型の も の (3911 と3914 ) を 中 心 に ， そ

れ ぞ れ北東 ・ 南西両 方 向 に ， 固溝の 一辺 を 共有 し あ っ て 群 を な し て い る 。 こ れ ら は ， 3911 を 中

心とす る 北群と， 3914 を 中 心とす る 南群の 2 群 に分け る こ と がで き ， し か も ， ほ ぼ同 時期 に構

簗 さ れ た も の で あ る 。 3911 の 場合， 固 溝内 に 供献土器 が認 め ら れ た 。 そ の い ず れ も が壺類 で あ
I 9 I 

る 。 こ れ に類似 し た あ り 方 を 示 す も の と し て ， 高槻市安満遺跡 が著名 で あ る が， 当地方で は ，

神足遺跡 が あ る 。 た だ ， 神足遺跡の 場合， 周溝 を 共有 し な い 中 期前葉の 東群と， 比較的大型の

2 基(1 号墓， 2 号墓） を 中 心と し て ， 周溝 を 共有 し 合 う 中期前半の 西群と に 分か れ て お り ，

少 し 様相 を 異 に す る 。 周溝内 に ， f共献土器 を も つ も の が あ る こ と は ， 当 遺跡と同様で あ る が，
( 10)  

神足遺跡 で は ， 周溝内 に 壺棺 を 安 置 し た も の が あ り ， 東大阪市瓜生堂遺 跡 な ど に類例 が あ る 。

ま た ，石剣 や石鏃の 他，石斧，石包 丁 等の 生産具 が含 ま れ て い る 点 は ， 一般 的 な あ り か た と は
( 11 )  

異 な っ て い る 。 と も あ れ ， 安満遺跡や和泉市池上遺跡等で検出 さ れ て い る よ う に ， 畿 内 で弥
(12)  

生時代前期 に 成立 し た 方形周溝墓の 墓制 が， 少 な く と も 中 期初頭 に は （ あ る い は 前期の 段 階で）
I 13 )  

当地方 に も 波及 し ， 家長 ク ラ ス 以上の 墓と し て 一般化 し て い た こ と が確実 と な っ た 。 ま た ， 神
( 14 )  

足遺跡で は ， 方形周溝墓群と隣接 し た 所 に ， 木棺墓 や土城 墓 に よ る 葬法 が お こ な わ れ て い た 。

そ し て ， こ れ ら に は ， 供献土器 も 見 ら れず， 群と し て 検出 さ れ た 。 当 遺跡の 場合 も ， 土横墓群

が隣接地 に想定で き る が， 周辺地の 調査 を ま ち た い 。 さ ら に ， 方形周溝墓 が ほ ぼ同 時期 に 2 群

あ る 点 に つ い て も ， 住居との関連 な く し て は， 理解で き な い で あ ろ う 。

士器 に つ い て み る と， 方形周溝墓3911 の 供献士器 （ 第47 · 4 8図） は ， 当地方 に お け る 畿 内 第

II 様式単純資料と し て ， 良好 な も の で あ る 。 山城盆地の 弥 生土器編年と そ の 内 容 に つ い て は ，

ま だ ま だ遅 れ て お り ， そ の 点で も ， こ の 資料は重要 な も の と い え よ う 。 こ こ で は ， 私見 を 略記す

る にと ど め た い 。
( 15) ( 16) 

京都盆地 に お け る ， 畿 内 第II 様式段階の 資 料 は ， 京都市 山科区中 臣遺 跡 ． 伏見区深草遺跡 が

標 式遺跡と さ れ て い る 。 中 臣遺跡の 資 料 は ， 畿 内 第l 様式段階 に 比 し て ， 地方色 が濃厚 に認 め

ら れ る 。 た と え ば， 壺形土器 に は ， 頸部 か ら 胴部 に 至 る ま で ， 単体構 成の 櫓描 き 直線文 を 施 し

こ の 下 に櫛描 き 波状文 を 施 し た も の が あ る が， こ れ に は櫛描 き 文施文前の タ テ ハケ が そ の ま ま
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残 さ れてお り ，口縁端部 を 水平とせず，不整波状 口縁とでも 表現で ぎ るものがある。 甕形土器

には大和型の甕がある。 この他畿内中心 部や瀬戸内沿岸 には な い形態のものがみ ら れる。 また

これに続 く 深草遺跡の 資 料には，明 ら かに琵琶湖地方の影響が見受け ら れる。 さ て，当 遺跡（方

形周溝墓 3911 ) の資 料は，畿内的要素が強 く ，全体の プ ロ ポ ー シ ョ ン と櫛描 ぎ 直線文の施文位

置，その施文前のヘ ラ 磨 き 等は，畿内中心部のものとよ く 合致する。 口緑部は端面に 2条の櫛

描 ぎ 直線文や刻 み 目 文 を 用 いて いる。 口縁端部の特徴は，すでに前期中～ 新段階で当地方にも

み ら れ，雲宮遺跡 や 鶏冠井遺跡にも，比較的 多 く 見ることがで き る。 また権描文原体は，厚 み

のある深 い もの を 用 いてお り ，条 間にも 幅がある。 また，粗 い権描文原体 を 使 用して い ること

は，畿内第 l 様式にみ ら れる沈線文の系統 を 引 く ものであ ろ う 。 体部 か ら 口縁部まで，な だ ら

かに移 行する特徴は，畿内第 I 様式新段階の壺 b 形態 を つ い で いる。 これ ら の諸要素 か ら ，畿

内第 II 様式でも，古 い段階のものと考 え て いる。 また，当遺跡の方形周 溝菓 3914出 土の甕 も 併
(17)  

行期と考 え て いる。 この甕 2個 体は，広島市中 山遺跡の中山 II · III 式や 姫路市千代 田遺跡の千
(18) 

代 田 II 式土器等に み ら れ，播磨の特徴 を も つものである。 これ ら に続 く ものには，古市森本遺

跡の S D 1 70 7や，神足遺跡の方形周溝墓群があ げ ら れる。

弥 生時代の遺物整理が進 むにつれ，乙訓地方の弥 生土器，ひ いては弥生社会のベ ー ルが，よ

う や く 剥が さ れよ う として いる。 今後の発掘調査によ っ て，弥 生時代の集落や 水 田遺構 なども，

時 を 追 っ て発見 さ れるであ ろ う 。

当 遺跡は，弥 生 時代の み な ら ず，方墳，平安時代の溝等が検出 さ れて いるが，ここに全て を

まとめることはで き な か っ た。 そこで別の機会す な わ ち固辺地の発掘調査報告の際に，一括し

てまとめる機会 を も ちた い 。

注 1) 現地 調 査は， 以下の方 々 に協 力 を得た。

橋本清一 岩 崎 沢市郎 梅 村 修 木 下栄太郎 高橋治ー 中 川 安太郎 渡辺丈俊 岩松保 上

坂昇 小川 忠夫 小能秀明 高島登 滝本直人 辻林磨宏 常 田博 中 村 保彦 広瀬高彦 松

尾 隆志

2) 山本輝雄「恵解山古墳第 3次発掘調査概要 （長岡京 市教育委員会 『長岡京 市文化財 調査報告

書 第 8 冊 ( 1981) 』 昭和 5 6年 3月 ）

3) 橋本久和 「上牧遺跡発掘調査毅告 書」 （高槻市教育委員会 『高槻市文化財 調査報告書第 13冊

( 1980年 2月 ） 』 昭和 5 5年 2月 ）

4) 川 西宏幸 「円筒埴輪総論」 （ 『考古学雑誌』 第 64巻第 2 · 4 号， 昭和 53· 5 4年）

5 ) 平良泰久 • 伊野近富他， 「平安 京跡左 京 内膳町昭和 5 4年度 発掘調査概要」 （ 京 都府 教育委員

会 『埋蔵文化財発掘調査概報 ( 1980) 』 昭和 5 5年 3月

6) 岩 崎 誠 「（仮） 古市保育所建設にと も な う 発掘調査概要 一長岡京跡左 京 第 1 7次 調査 ( 7A N M 

M T 地区） 」 （長岡京 市 教育委員会 『長岡京市文化財 調査報告 書 第 5 冊 ( 1980) 』 昭和 5 5年 3月 ）

7) 山本廂雄「長岡第九小学校建設にと も な う 発掘調査概要 一長岡京跡右京 第 10 · 28次 調査 ( 7
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A N M M B 地区） 」 （ 長岡京市教育委員 会 『長 岡 京 市文化財調査報告書第 5 冊 ( 1980) 』 昭和55 年

3 月 ）

8 ) 浪貝 毅 「発掘 と 調査」 （ 日 本考古学協会 『 日 本考古学年報』 21 · 22 · 23 1968-1970年度版）

9 ) 大阪府教育委員 会， 高槻市教育委員 会 『安満遺跡発掘調査概要』

原 口正三 「稲作 と 鉄器 の 時代」 （ 高槻市史編纂委員 会 『高槻市史』 本文編 1 昭和 52年）

10) 瓜生堂遺跡調査会 『瓜生堂遺跡』 I - Ill , 資料編

財 団法人大阪府埋蔵文化セ ン タ ー 『瓜生堂』

11) 第二阪和国道内遺跡調査会 『池上 • 四 ツ 池 1970』

12) 古市森本遺跡 の場合， 周 溝内 よ り 中期前葉 の遺物 と と も に ， 前期新段階の遺物 も 出 土 し て い

る こ と か ら ， 畿 内 第 I ( 新） 様式段階で構築 さ れ た 可能性 も す て き れ な い 。

13) 大塚初重， 井上裕弘 「方形周溝墓 の研究」 （ 『駿 台史学』 24 昭和44年）

都 出 比 呂 志 「農業共同体 と 首長権」 （東京大学出版会 『講座 日 本史』 1 昭和45年）

14) 神足遺跡 の 調査で検出 さ れ た 士渡 に は長方形 の 平 面形 を な し ， 木棺 の 痕跡 を 残す も の が あ り ，

木棺墓 と 考 え ら れ る も の と ， 楕円形で， 直葬 と 考 え ら れ る も の が あ る （注 7 )。

15) 京都市調査成果交流会関係 機関 の 努 力 に よ り 実見で ぎ た 。 記 し て 感謝 し た い 。

16) 杉原荘介， 大塚初璽 「京都深草遺跡」 （ 日 本考古学協会 『 日 本農耕 文 化 の 生 成』 昭和 36年 3

月 ）

17) 松崎寿和， 潮見浩 「広 島県中 山遺跡」 （ 日 本考古学協会 『 日 本農耕文 化 の 生成』 昭和 36年 3 月 ）

18) 杉原荘介， 小林三郎 「兵庫県千代 田遺跡」 （ 日 本考古学協会 『 日 本農耕文化 の 生 成』 昭和 36

年 3 月 ）
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付表 9 S D 3902 出土遺物高径指数表
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1 墳頂部 石宝残存部 分 （北 か ら ）
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l 墳項部 石室残存部 分 （北 か バ ）

2 石室の控栢 と 排 水 溝 （ 南 か ら ）
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1 墳頂部 石室残存部 分 （北 か ら ）

2 石室の控積 と 排 水溝 （南 か ら ）
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2 A l、 レ ン チ の 柱穴群

（ 東 か ら ）



長玉弄南原古墳

E 七 ク / cl ン ， 2 D I又北既四端 ，’『ll , 3 D Iメ 東 璧
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排水溝 （ 南 か ら ）



1 排水溝北端断面 2 徘水翡中央部断面
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N a:: 溢 冥 温 （ 江:: 01 )



2  円 筒 埴 輪 げヒ レ 立 口

l 円 筒 埴 輪 細 部
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1 銅鏃 ( 1 長法寺南原 古墳， 2 伝 長法寺古墳， 3 。 4 松岳 山 古墳）

2 円 筒埴輪底 部 ( H 9 ) 
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' 1  第 1 I、 レ ン チ 全閑 （ 南 か ら ） 2 第 1 ト レ ン チ 全景 （北 か ら ）

3 第 l I、 し/ / チ 検 出 遺 構 （掘立柱建物 S B9401 · SB9402 ,  柵列 SA9403 南 か ら ）
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2 庁， 1 , 2 I、 レ ン チ 出 土遺物
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1 調査 ト レ ン チ 全 景 （ 東 か ら ）

2 A ト レ ン チ 全 景 （西 か ら ）
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図
版

1 調査馳 東 部遺構検出状況 （ 北 から）

り 方形周 溝墓 3911 3 方形固溝蔭 3914  
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右京第39次調査出 土遺物 （ 鎌倉時代～ 古墳時代）
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右京第39次調査出 土遺物 〈弥生時代以前）
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